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【五十音順，敬称略】
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こども・子育て審議会規則上
の区分

氏　　名

議題資料１



 

 

福岡市こども・子育て審議会傍聴要領(案) 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は，福岡市こども・子育て審議会条例施行規則（平成 25 年福岡市規

則第 103 号）第 10 条の規定に基づき，福岡市こども・子育て審議会（以下「審議

会」という。）の会議の傍聴に関し，必要な事項を定める。 

 

（傍聴の手続） 

第２条 審議会の会議を傍聴しようとする者は，受付において傍聴する旨を係員に申し 

出て，係員の指示に従い，傍聴席に着かなければならない。 

 

（定員等） 

第３条 審議会の会議を傍聴する者（以下「傍聴人」という。）の定員は先着２０名と 

する。 

２ ただし、委員長が必要があると認めるときは、定員を超えて入場させることができ

る。 

 

（入場ができない者） 

第４条  次の各号のいずれかに該当する者は，入場することができない。 

 (1) ポスター，ビラ，拡声器その他会議若しくは傍聴を妨害するおそれがあると認め

    られる物品を携帯している者 

 (2)  酒気を帯びていると認められる者 

 (3)  前２号に掲げるもののほか，会議を妨害し，又は他人に迷惑を及ぼすおそれがあ

  ると認められる者 

 

（傍聴人が守るべき事項） 

第５条 傍聴人は，審議会の会議を傍聴するにあたり，次の事項を守らなければならな

 い。 

 (1)  会議場における発言に対して，拍手その他の方法により賛否を表明しないこと。 

 (2)  会議場において発言しないこと。 

 (3)  みだりに席を離れないこと。 

 (4)  飲食又は喫煙をしないこと。 

 (5) 携帯電話，パソコン等の情報通信機器の電源を切ること。 

 (6)  たすきを着用し，又はプラカードを掲げる等の示威的行為をしないこと。 

 (7)  他の傍聴人の迷惑になるような行為をしないこと。 

 (8)  前各号に定めるもののほか，会議場の秩序を乱し，又は会議の妨げとなるような

行為をしないこと。 

 

（撮影，録音等の禁止） 

第６条  傍聴人は，会議場において写真等を撮影，又は録音をしてはならない。ただし， 

特に委員長の許可を得た者は，この限りでない。 

議題資料２ 



 

 

（傍聴人の退場） 

第７条 傍聴人は，審議会が傍聴を認めない議題に関する審議等を行おうとするときは， 

 速かに会場から退場しなければならない。 

 

（傍聴人への指示） 

第８条  委員長は，会議の平穏な進行を確保するため，傍聴人に対して必要な指示を行 

 うことができる。 

 

（違反に対する措置） 

第９条 傍聴人が，この要領の規定に違反したときは，委員長は，傍聴人に対して必要 

 な措置を命ずることができる。 

２ 傍聴人が前項の規定による命令又は前条の指示に従わないときは，委員長は，その 

者に対して会議場からの退場を命ずることができる。 

 

（委任） 

第１０条  この要領に定めるもののほか，審議会の会議の傍聴に関し必要な事項は，そ

 の都度委員長が決するものとする。 

 

    附 則 

   この要領は，平成 16 年８月１日から施行する。 

 

   附 則 

この要領は，平成 22 年１月 14 日から施行する。 

 

附 則 

この要領は，平成 25 年９月 26 日から施行する。 

 



  
 

「福岡市こども・子育て審議会」について 

 

１ 設置経緯   

子ども・子育て支援法の施行等に鑑み，児童福祉を始めとした子ども施策を総合的に推進す

るため，福岡市の子どもに関する審議会である「児童福祉審議会」と「次世代育成支援推進協

議会」を統合再編し，平成25年９月１日付，「福岡市こども・子育て審議会」を設置する。 

 

２ 設置根拠 

○福岡市こども・子育て審議会条例（平成25年９月１日施行） 

○児童福祉法，次世代育成支援対策推進法，子ども・若者育成支援推進法 

子ども・子育て支援法，就学前の子どもに関する教育保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律（以下「認定こども園法」という。）                       

※必  置：児童福祉法，認定こども園法 

努力義務：子ども・若者育成支援推進法，子ども・子育て支援法 

 

３ 所掌事務   

所掌事務 根拠法令 従来の所管 

・児童，妊産婦及び知的障がい者の福祉に関する事項等の 

調査審議 

児童福祉法 

 
児童福祉審議会

・青少年の指導，育成，保護及び矯正に関し必要な事項の 

調査審議，連絡調整 

地方青少年 

問題協議会法 

・次世代育成支援対策の推進に関する協議 次世代育成支援

対策推進法 

・子ども・若者の育成支援に関する情報交換や協議 子ども・若者 

育成支援推進法 

次世代育成支援

推進協議会 

・特定教育・保育施設，特定地域型保育事業の利用定員の 

設定に関する協議 

・子ども・子育て支援事業計画の策定，変更に関する協議 

・子ども・子育て支援の総合的推進に関し必要な事項， 

実施状況の調査審議 

子ども・子育て 

支援法 

 

・幼保連携型認定こども園の設置の認可等に関する調査審議 認定こども園法 

新規 

 

 

４ 組 織  ４０人以内（学識経験者，児童又は知的障がい者の福祉事業従事者, 

子ども・子育て支援事業従事者，子どもの保護者，事業主代表，労働者代表） 

 

 ５ 任 期  ２年（平成25年９月１日～平成27年８月３１日） 

 

６ 主な審議事項  

 ○新制度施行（平成27年４月）まで 

  ・第４次福岡市子ども総合計画（仮称）策定に向けた協議 

  ・その他，新制度の施行準備にあたり決定すべき事項の協議 

 ○平成27年度以降 

・福岡市子ども施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事項及び当該施策の実施状況

の調査審議 

議題資料３ 
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「子ども・子育て支援新制度」について 

※この資料は現時点（25.9.26）の国資料を基に作成しており，今後修正されることがあります。 

 

 

１．子ども・子育て支援新制度とは 

平成２４年８月に成立した子ども・子育て関連３法に基づく制度。 

国は平成２７年４月からの本格実施を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．目的 

①質の高い幼児期の学校教育，保育の総合的な提供 

②保育の量的拡大・確保，教育・保育の質的改善（待機児童の解消等） 

③地域の子ども・子育て支援の充実 

 

３．新制度の全体像 

  新制度による子ども・子育て支援サービスは，「給付」と「事業」で構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て関連３法 

 ◎子ども・子育て支援法 
 ◎認定こども園法の一部を改正する法律 
 ◎関係法律の整備等に関する法律（児童福祉法等の改正） 

 

■ 施設型給付 

  ・認定こども園 

  ・幼稚園 

  ・保育所 

■ 地域型保育給付 

  ・小規模保育 

  ・家庭的保育 

  ・居宅訪問型保育 

  ・事業所内保育 

■ 児童手当 

子ども・子育て支援給付 

① 利用者支援（保育コンシェルジュ） 

② 地域子育て支援拠点事業（子どもプラザ） 

③ 妊婦健診 

④ 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん 

訪問事業） 

⑤ 養育支援訪問事業（要支援・要保護児童等の支 

援に資する事業） 

⑥ 子育て短期支援事業(子どもショートステイ) 

⑦ ファミリー・サポート・センター事業 

⑧ 一時預かり 

⑨ 延長保育事業 

⑩ 病児・病後児保育事業 

⑪ 放課後児童健全育成事業（留守家庭子ども会） 

⑫ 実費徴収に係る補足給付を行う事業 

⑬ 多様な主体の参入を促進する事業 

※ ①，⑫，⑬が新規事業 

地域子ども・子育て支援事業 

議題資料４ 
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４．新制度のポイント①：「給付制度」の創設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）施設型給付（認定こども園，幼稚園，保育所） 

   ①子どもの「保育の必要性」を認定し，認定内容に応じた給付を行う。 

   ②利用者に対する給付を施設が法定代理受領。 

   ③保育が必要な子どもについては，市が利用調整を行う。 

   ④利用者と施設が直接契約し，自己負担額（保育料）は施設に支払う。     

    ただし，私立保育所は市と保護者の契約となり保育料は市に支払う。 

   ○給付の対象施設は，利用定員を定めて市が「確認」 

   ○国が給付の単価となる「公定価格」を定める。 

   ○自己負担額（保育料）は，現行水準，所得状況を勘案した応能負担。 

  

（２）地域型保育給付（小規模保育，家庭的保育，居宅訪問型保育，事業所内保育） 

   ○保育の必要性の認定，給付など基本的な仕組みは施設型給付と同じ。 

   ○対象は 0～２歳の保育が必要な子ども 

 

 

 

 

 

④公的契約 

 

市 

利用者 

 

④保育料（所得による） 

学校教育・保育の提供 

③保育が必要な子どもの 

利用調整 
《
新
た
な
制
度
》 教育・保育施設 

（保育所・幼稚園・認定こども園） 
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☆保育の必要性の認定（支給認定）について 

   ○利用者からの申請に基づき，市が「保育の必要性」を認定し，認定証を交付

する。 

   ○保育の必要性の認定区分は次の３区分。 

     ①教育標準時間認定  ：満３歳以上，学校教育のみ（保育の必要性なし） 

     ②満３歳以上・保育認定：満３歳以上，保育の必要性あり 

     ③満３歳未満・保育認定：満３歳未満，保育の必要性あり 

   ○保育が必要な場合，必要量を「保育標準時間」と「保育短時間」に区 

    分（学校教育のみの子どもは「教育標準時間」） 

   ○保育を必要とする事由（現行の「保育に欠ける」要件に相当），保育必 

要量の区分，優先利用等について，国が定める基準を踏まえ，市で基 

準を定める。 

 

☆確認制度について 

   ○市は，事業者からの申請に基づき，給付の対象となる施設・事業について，

利用定員を定めたうえで「確認」する。 

    ※施設・事業の「認可」とは別の手続き（認可等を受けていることが前提） 

   ○利用定員は，施設・事業の類型に従い，市の子ども・子育て支援事業 

計画（需要と供給）に照らし，認定区分ごとに定める。 

   ○確認を受ける施設・事業は，国が定める基準を踏まえ市が条例で定め 

る「運営基準」を満たすことが必要。 

   ○市は，確認（利用定員の設定）にあたり，こども・子育て審議会の意 

見を聴く必要あり。 

 

☆地域型保育事業について 

   ○次の４事業が児童福祉法上の市の認可事業とされ，地域型保育給付の 

    対象となる。 

   ○これらの事業の基準（面積，人員等）については，国が定める基準を 

踏まえ，市が条例で定める。 

   ①小規模保育事業（定員：６人以上 19 人以下） 

     ・原則として満３歳未満の保育を必要とする子どもに対する保育を 

行う。 

   ②家庭的保育事業（定員：５人以下） 

     ・原則として満３歳未満の保育を必要とする子どもに対し，家庭的 

保育者の居宅や賃貸アパートの一室等で保育を行う。 

   ③居宅訪問型保育事業 

     ・原則として満３歳未満の保育を必要とする子どもに対し，その居 

宅において保育を行う。（いわゆるベビーシッター） 

   ④事業所内保育事業 

     ・原則として満３歳未満の保育を必要とする子どもに対し，事業所 

内の施設等において保育を行う。 

     ・従業員のほか，一定割合の地域の保育を必要とする子どもを保育。 
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５．新制度のポイント②：認定こども園制度の改善 

   ○「学校及び児童福祉施設としての法的位置付けを持つ単一の施設」と 

して新たな「幼保連携型認定こども園」を創設 

   ○満３歳以上児に対し，学校教育と保育を提供（満３歳未満児の受け入 

れは任意） 

   ○設置主体は，国，自治体，学校法人，社会福祉法人のみ（幼稚園から 

の移行に関する特例あり）。 

   ○既存の幼稚園，保育所からの移行は任意。 

   ○行政からの財政措置の一本化  

 

 

 

 

 

 

   ○認可，指導監督の一本化 

 

 

 

 

 

 

 

６．新制度のポイント③：地域子ども・子育て支援事業の拡充 

   ○地域子ども・子育て支援事業（Ｐ1 の①～⑬）を法律上位置付け（新設， 

制度改正等） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現行】 

保育所部分：運営費負担金（市） 

幼稚園部分：私学助成（県） 

      ＋就園奨励費（市） 

【新制度】 

施設型給付（市） 

【現行】福岡市(政令市)の場合 

保育所の認可，指導監督：市 

幼稚園の認可，指導監督：県 

認定こども園の認定，指導監督：県 

【新制度】 

認定こども園の認可，指導監督：市 

（幼保連携型認定こども園のみ） 

【新設の事業】 

○利用者支援 → 福岡市では「保育コンシェルジュ」を 25年４月から実施 

○実費徴収に係る補足給付を行う事業 

○多様な主体が新制度に参入することを促進するための事業 

【制度改正の例】 

○放課後児童健全育成事業（留守家庭子ども会事業） 

  ・法律上の対象児童を拡大 「小学校に就学している概ね 10歳未満の児童」 

→「小学校に就学している児童」 

※福岡市では受け入れ学年を順次拡大中 

  ・国が定める基準を踏まえ，市が設備・運営に関する基準（従事者，員数， 

施設・設備等）を条例で定める。 
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７．新制度のポイント④：認可制度の改善 

   保育所，認定こども園，地域型保育事業の認可制度の改善により，保育 

需要の増大に機動的に対応する。 

   ○申請内容が客観的な認可基準を満たせば，原則として認可する。（社会 

福祉法人及び学校法人以外の者に対しては，基準適合に加え，経済的 

基礎等の要件を満たすことを求める。） 

    【例外】 

     ・欠格事由に該当する場合 

     ・供給過剰による需給調整が必要な場合 

   ○認可基準は，国が定める基準（政省令）を踏まえ，市が条例で定める。 

    【市が認可基準を定める施設・事業（教育・保育関係）】 

      幼保連携型認定こども園，保育所（制定済），地域型保育事業 

    【認可基準の内容】 

      従事者の資格・員数，居室の面積，設備の内容等 

   ○認可にあたっては，こども・子育て審議会の意見を聴く必要あり。 

 

 

８．新制度のポイント⑤：事業計画の策定 

   ○市町村は，国が定める「基本指針」に即した「子ども・子育て支援事 

業計画」を策定し，これに基づき給付・事業を実施。 

   ○計画期間は５年間（平成 27～31 年度） 

   ○地理的状況等を勘案して「区域」を定め，区域ごとに教育・保育及び 

地域子ども・子育て支援事業の量の見込み，確保方策，実施時期等を 

定める。 

   ○計画の策定にあたっては，「自治体が設置する子ども・子育て会議」の 

意見を聴く必要あり。 

   ○福岡市では，「新・福岡市子ども総合計画」を改訂し，策定。 

※「計画策定」については議題５で説明 

 

 

９．新制度のポイント⑥：子ども・子育て会議の設置 

   ○国及び地方自治体に「子ども・子育て会議」を設置し，新制度に基づ 

く子ども・子育て支援策に，子育て当事者，子育て支援に従事する者 

等の意見を反映。（国は必置。地方自治体は努力義務） 

   ○国の子ども・子育て会議は，６回開催されており，「基本指針」，公定 

価格，各種基準（施設・事業の設備・運営基準，保育の必要性の認定 

基準等）について意見聴取 

   ○福岡市では子ども・子育て会議の機能を有する「福岡市こども・子育て審議 

会」を設置  
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10．スケジュール 

   ○平成 27 年４月施行予定 

   ○施行に必要な準備は，施行を待つことなく順次実施する必要あり。 

     → 子ども・子育て会議の設置，子ども・子育て支援事業計画の策 

       定，関係条例の制定，支給認定手続き，認可・確認手続き，電 

子システム構築等 

   ○平成 27 年４月から新制度において給付を受けるための手続き，事業 

者の認可や確認の手続きは，平成 26 年下半期を目途に実施できるよ 

うに準備する必要あり。 

    

 



 

第４次福岡市子ども総合計画（仮称）策定の方向性（案）について 

 

 

１ 計画の位置づけ 

○新・福岡市子ども総合計画を踏襲し，かつ，市町村子ども・子育て支援事業計画を 

包括した，福岡市子ども総合計画を策定する。 

○平成２２年４月施行の子ども・若者育成支援推進法における，子ども・若者計画に 

位置づける（困難を有する若者は３９歳までが対象）。 

○新たに策定する，家庭的養護の推進に向けた「都道府県推進計画」の内容を盛り込む。 

○上位計画である「第９次福岡市基本計画」及び「政策推進プラン（第１次実施計画）」 

に即した内容とする。 

 

２ 計画の構成 

 （1）総論 

現計画の評価，計画の枠組み，子どもを取り巻く環境と課題，基本理念 等 

（2）各論 

○現計画の目標を基本に，基本計画,政策推進プランに即し，体系等を整理する。 

   ○現計画目標３「子どもを健やかに育む学校教育の推進」における，幼児期の学校教育・

保育については，「安心して生み育てられる環境づくり」に記載し，その他の教育委員会所

管部分は，「新しいふくおかの教育計画」を参考資料として掲載することとし，本審議会で

の審議事項から除く。 

 

 

 

 

 

 

 

【現計画】 

 

目標1 子どもの権利を尊重する社会づくり 

 

目標２ 地域における子育ての支援と 

健全育成の環境づくり 

 

目標３ 子どもを健やかに育む学校教育の推進

 

目標４ 安心して生み育てられる環境づくり 

 

【次期計画】 

 

目標1 子どもの権利を尊重する社会づくり

 

目標２ 安心して生み育てられる環境づくり

※幼児期の学校教育・保育 

 

目標３ 地域における子育ての支援と 

健全育成の環境づくり 

 

※参考資料 

議題資料５ 
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今後の審議の進め方（案）について 

 

１ 専門委員会の設置（案） 

○事務局が素案・たたき台を作成し，審議会（全体会）に提示する。 

 ○詳細については，３つの目標ごとに専門委員会で協議いただき，その内容を審議会に報告

する。 

 ○専門委員会の報告を踏まえ，審議会で審議いただき，計画を策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市こども・子育て審議会 

専門部会（条例７条，規則３条） ※常設 

・専門の事項に係る市長の諮問に答える 

・専門部会の決議は審議会の決議とみなす 

 

 

○権利擁護等 

 児童虐待による死亡事例の検証，児童養護施設等入所児童の権利擁護

専門委員会（条例８条） ※必要に応じ設置 

・専門の事項を調査審議，又は協議 

 
○子どもの権利を尊重する社会づくり 

 児童虐待防止対策の推進，社会的養護体制の充実 等 

 

※「福岡市要保護児童の社会的養護あり方検討会」を設置 

○処遇困難事例等 

児童福祉施設への入所等の措置の決定及び解除等 

○安心して生み育てられる環境づくり 

 多様な保育サービスの充実，ひとり親家庭への支援 

子育て家庭への経済的な支援，ワーク・ライフ・バランス 等 

 

※子ども・子育て支援事業計画「教育・保育」部分を所管 

○地域における子育ての支援と健全育成の環境づくり 

 地域における子育て家庭への支援，障がい児の療育の充実 

子どもの遊びや活動の場づくり 

子ども・若者の健全育成の取組み，自立支援の促進 等 

議題資料６ 
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福岡市こども・子育て審議会　専門部会・専門委員会委員 (事務局案）

処遇困難
事例等

権利擁護等
子どもの権利
を尊重する社
会づくり

安心して生み
育てられる環
境づくり

地域における
子育ての支援
と健全育成の
環境づくり

1 安　部　計　彦 西南学院大学教授（人間科学部社会福祉学科） ○ ○ ○

2 荒　木　龍　彦 福岡保護観察所長 ○

3 池　内　比呂子 ㈱テノ．コーポレーション代表取締役 ○

4 池　田　良　子 福岡市議会第２委員会委員

5 井　上　順　陽 福岡市公民館館長会副会長(福浜公民館長） ○

6 上　田　裕　子 市民公募委員 ○

7 大　谷　順　子 NPO法人子どもＮＰＯセンター福岡代表理事 ○

8 大　原　弥寿男 福岡市議会第２委員会委員

9 樗　木 　昭　寿 福岡市立小学校校長会代表（赤坂小学校校長） ○

10 柿　迫　重　正 福岡市私立幼稚園連盟会長 ○

11 勝　見　美　代 福岡市青少年育成連絡会会長 ○

12 川　原　武　浩 ㈱ふくや取締役総括部長 ○

13 木　下　弘　一 福岡市ＰＴＡ協議会副会長 ○

14 桑　原　忠　志 連合福岡・福岡地域協議会事務局長 ○

15 古　賀　貞　雄 福岡市保育協会理事長 ○

16 小　柳　裕　嗣 福岡県警察本部少年課少年健全育成室長 ○ ○

17 重　富　暁　子 福岡市私立幼稚園PTA連合会副会長 ○

18 調　　崇　史 福岡市議会第２委員会委員

19 菅　　祐　子 福岡市城南区子どもプラザ代表 ○

20 杉　原　知　佳 福岡県弁護士会代表 ○ ○ ○

21 田　中　敏　明 福岡教育大学名誉教授・特任教授（幼児教育科） ○

22 谷　口　初　美 九州大学大学院教授（保健学部門看護学分野） ○ ○

23 中　村　仁　彦 福岡商工会議所専務理事 ○

24 中　山　郁　美 福岡市議会第２委員会委員

25 針　塚　　　進 中村学園大学教授（教育学部） ○ ○

26 藤　田　芳　枝 福岡市乳児院児童養護施設協議会会長 ○

27 増　田　健太郎 九州大学大学院教授（人間環境学研究院） ○ ○

28 松　浦　賢　長 福岡県立大学理事（看護学部教授） ○

29 松　田　潤　嗣 福岡市社会福祉協議会常務理事 ○

30 元　山　浩　貴 福岡市医師会常任理事 ○ ○

31 森　住　勝　子 福岡市民生委員児童委員協議会副会長 ○ ○

32 山　口　繁　実 福岡市自治協議会等７区会長会代表（城南区会長） ○

33 山　崎　豊 福岡市立中学校校長会代表（箱崎清松中学校校長） ○

34 山　下　洋 九州大学病院特任講師（子どものこころの診療部） ○ ○

35 山　田　耕　司 福岡県私学協会代表（福岡海星女学院高等学校校長） ○

36 横  山  晴  美 福岡市子ども会育成連合会代表 ○

37 渡　辺　裕　江 福岡市議会第２委員会委員

【五十音順，敬称略】 5 6 8 13 11

（平成25年９月26日）

役職名（選出機関の名称）

  専門部会

氏　　名

専門委員会
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２ 審議スケジュール（案）   

※スケジュールは現時点での予定。審議会での審議状況や国の動向に応じて検討していく。 

日程 計画の策定 審議会 専門委員会 

平成25年度 

９月26日 

 

 

 

 

第１回 

○福岡市こども・子育て審議会

○子ども・子育て支援新制度 

○ニーズ調査（案） 

 

10月 ニーズ調査実施   

11月 

 

   

12月 

 

   

１月下旬 諮問 第２回 

○ニーズ調査の報告 

○次期福岡市子ども総合計画

（素案）（諮問） 

 

２月   安心して生み育てられ

る環境づくり（第１回）

３月   安心して生み育てられ

る環境づくり（第２回）

平成26年度 

４月 

  地域における子育ての

支援と健全育成の環境

づくり 

５月   子どもの権利を尊重す

る社会づくり 

６月   安心して生み育てられ

る環境づくり（第３回）

８月 

 

 第３回 

○専門委員会の報告 

○計画案の確定 

 

９月 パブリック 

コメントの実施 

  

11月下旬 

 

 第４回 

○パブリックコメントの結果

報告 

○計画案の修正 

○目標事業量の設定 

 

12月  

市長へ答申 

 

計画の決定 

第５回 

○答申決定 
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３ 福岡市要保護児童の社会的養護あり方検討会（案） 
 
 
（１）概要 
  虐待等により保護者の養育を受けられない児童に対する社会的養護については，虐待被害のケ
アや保護者への支援，退所後のアフターケアなど，その課題は専門的かつ多岐にわたる。また，
国においては，児童養護施設及び乳児院を小規模化し家庭的養護の推進を実現するため，「都道
府県推進計画」（以下，「推進計画」という。）を策定するよう技術的助言がなされ，地方版子ど
も・子育て審議会に報告することとされている。 
これらの課題を踏まえ，社会的養護に係る部分について課題及び体制整備等を検討するため，

「子どもの権利を尊重する社会づくり専門委員会」に「福岡市要保護児童の社会的養護あり方検
討会」（以下，「検討会」という。）を設置するもの。  

 
（２）組織  

検討会は、審議会委員及び市長が委嘱する委員１３名以内で構成する。 
検討会の委員は、児童の権利擁護に関し高度な識見等を有する学識経験者、弁護士、医師及び

児童福祉事業の実務者等で構成する。 
 
（３）検討事項 
   下記項目等について，課題及び体制整備等を検討する。 

(1)家庭的養護の推進 (2)施設機能の強化 (3)家庭支援機能等の強化 
(4)自立支援策の強化 (5)人材確保のための仕組みの強化 
(6)子どもの権利擁護の強化 (7)推進計画について 

 
（４）検討会の委員の任期 
  平成25年11月1日～平成26年６月30日 
 
（５）スケジュール 
  平成25年11月～４月 検討会の開催（全５回程度） 
  平成26年５月 「子どもの権利を尊重する社会づくり専門委員会」に報告 
 
（６）委員（案）                             （順不同） 

分 野 所   属   等 氏 名 
備考 

（◎は審議会委員）

 九州大学大学院人間環境研究院教授 増田健太郎  ◎ 
学識経験者 

関西大学人間健康学部教授 山縣 文治  

弁護士 福岡県弁護士会子どもの権利委員会委員 小坂 昌司   

医 師  九州大学病院子どものこころ診療部 山下 洋  ◎ 

ふくおか・こどもの虐待防止センター運営委員  松﨑 佳子   

 福岡市民生委員児童委員協議会副会長 森住 勝子  ◎ 

 福岡市里親会会長 天久 眞理   

 福岡市乳児院児童養護施設協議会会長 藤田 芳枝 ◎ 

 福岡市乳児院児童養護施設協議会副会長 蔭山 孝雄  

 社会福祉法人福岡県母子福祉協会事務局長 廣渡 次郎  

福岡市子ども家庭支援センター「子どもの村福岡」センター長 坂本 雅子  

児童福祉 

青少年自立支援室「いっしょ☆ふくおか」室長 栃原 和代  

行 政  福岡市こども総合相談センター所長 藤林 武史   
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福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査， 

青少年の意識と行動調査（案）について 

 

 

 

【ニーズ調査の概要】 

  

区  分 25年度（案） 20,21年度実施内容 

実施形態 委託 委託 

手  法 郵送型 郵送型 

抽出方法 住民基本台帳から抽出 住民基本台帳から抽出 

就学前児童の保護者 9,000 
 
小学生の保護者   3,000 
 
中学生       1,000 
中学生の保護者   1,000 
 
高校生       1,000 
高校生の保護者   1,000 
 
青 年（18～30歳） 2,000 

就学前児童の保護者 9,000 
 
小学生の保護者   3,000 
 
中学生       1,000 
 
 
高校生       1,000 
 
 
青 年（18～30歳） 1,000 
 

サンプル数 
 
 

計      18,000    計      15,000 

 

 

○基本的考え方 

・前回の調査項目を基本に実施。 
・就学前児童については，「量の見込みの推計上必要な項目（国提示）」を追記。 
・中学生・高校生の保護者の調査を追加。 
・青年（18～30歳）のサンプル数を拡充する。 

 

 

 

議題資料７ 



 

 

福岡市子ども・子育て支援に 

関するニーズ調査 
（乳幼児の保護者の方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日ごろより福岡市政にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、福岡市では「新・福岡市子ども総合計画」（平成２２～２６年度）に基づき子ども施策を

推進しておりますが、平成２７年度にスタートする第４次福岡市子ども総合計画を策定するにあた

り、市民の皆様の子育て環境、教育・保育の利用状況と利用希望やご意見などを把握するために、

本調査を実施することといたしました。 

この調査は、住民基本台帳の中から無作為に抽出させていただいた乳幼児のお子さんを持つ保護

者の方にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、福岡市や国・県の子ども・

子育て支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、他の目的に利用することは一切ござ

いません。 

つきましては、日々の子育てなどご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご

協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、この調査は西日本新聞社に委託し、実施しております。      平成2５年１０月 

 福  岡  市  

ご記入に際してのお願い 

（１）アンケート調査票は、保護者の方が記入してください。 

（２）アンケートは、封筒のあて名のお子さんについてお答え下さい。 

（３）回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があ 

ります。 

なお、質問によっては複数回答をお願いするものがあります。 

（４）回答が「その他」にあてはまる場合は、その番号を○で囲み、（ ）内になるべく具体的 

にその内容を記入してください。 

（５）時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制(例：午後１時→13 時)で記入してくだ 

さい。 

（６）記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、１１月８日（金）までにご投函ください。

返信用封筒に切手は不要です。 

（７）記入者の住所、氏名は調査票、返信用封筒ともにお書きにならなくて結構です。 

（８）このアンケートに関するご質問は下記までご連絡下さい。 

 

問合せ先：調査票に関すること 

 ㈱西日本新聞社お客様センター調査・マーケティンググループ 

 電話：７１１－５５２４ ＦＡＸ：７１１－９７５７      

福岡市の子ども行政・福岡市子ども総合計画に関すること 

       福岡市こども未来局こども部総務企画課 

       電話：７１１－４１７０ ＦＡＸ：７３３－５５３４ 

平成 25 年 9 月 26 日現在 

の事務局案です。 

青字は国提示部分
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（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

 

・幼 稚 園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法第22条）

・保 育 所：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 

（保 育 園） (児童福祉法第39条） 

・認定こども園：幼稚園と保育所(園)の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育等

の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

 

 

いただいた回答は福岡市の子ども・子育て支援の充実に生かしていきます 

福岡市 福岡市こども・子育て審議会 

第４次福岡市子ども総合計画（仮称，Ｈ27～31）
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問１ お住まいの区について,お答えください。（○は１つ） 

また,お住まいの校区について，別紙「校区一覧表」を見て,番号をご記入ください。 

 区   １．東区 ２．博多区 ３．中央区 ４．南区 ５．城南区 ６．早良区 ７．西区

 校区  □□ ←別紙「校区一覧表」を見てお住まいの校区の番号をご記入ください 

 

 

  
問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（枠内に数字を記入） 

 平成 □□年 □□月生まれ 

 

問３ あて名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。（枠内に数字を記入） 

 きょうだい数 □人 （あて名のお子さんを含む） 

問４ お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

  末子の生年月 平成 □□年 □□月生まれ 

 

問５ あて名のお子さんとの同居の状況について，お答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

１．父母同居（単身赴任別居等を含む） ２．父同居（ひとり親家庭） ３．母同居（ひとり親家庭） 

４．祖父同居  ５．祖母同居 ６．祖父近居  ７．祖母近居 ８．その他（         ） 

 

問６ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ） 

あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．母親   ２．父親   ３．祖父母  ４．その他（          ） 

 

問７ あて名のお子さんの母親・父親の年代について,お答えください（○は１つ） 

母親 １．１０代 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代以上 

父親 １．１０代 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代以上 

  

問８ 現在お住まいの地域での居住年数について，お答えてください。（○は１つ） 

１．１年未満        ２．１年以上～３年未満     ３．３年以上～５年未満   

４．５年以上～１０年未満  ５．１０年以上～２０年未満  ６．２０年以上 

  
問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ） 

あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母ともに ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 
  

お住まいの地域について 

あて名のお子さんとご家族の状況について 
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ここでは，この区分によりご回答ください。 

フルタイム・・・・・・・・１週５日程度・１日８時間程度の就労 

パート・アルバイト等・・・フルタイム以外 

 

問１０ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について，お答えください。（○は１つ）   

【該当されない場合は記入は不要です】 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労している                 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問１０で「1.～4.」に○をつけた方にうかがいます。                                                  

問１０-1 一週当たりの就労日数、１日当たりの就労時間（残業時間を含む）をお答えください。（枠内に数

字を記入） 

一定でない場合は、もっとも多いパターンについて、 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入

る前の状況についてお答えください。 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

問１０で「1.～4.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１０-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（枠内に時間を記入（例）１８時） 

一定でない場合は、もっとも多いパターンについて、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前

の状況についてお答えください。 

      家を出る時刻 □□時      帰宅時刻 □□時 

問１０で「3.」または「4.」に○をつけた方にうかがいます。                                          

問１０-3 フルタイムへの転換希望についてお答えください。（○は１つ）  

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

問１０で「5.」または「6.」に○をつけた方にうかがいます。                                          

問１０-4 就労への希望についてお答えください。（○は１つ。枠内に数字を記入）    

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態     ア．フルタイム 

                イ．パートタイム、アルバイト等 

                  →１週当たり □日   １日当たり □□時間 

 

 

あて名のお子さんの保護者の就労状況について 

⇒問 10-1、10-2 へ 

⇒ 問１0-4 へ 

⇒問 10-1、10-2、10-3 へ 
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問１１ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について，お答えください。（○は１つ）     

【該当されない場合は記入は不要です】 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労している 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問１１で「1.～4.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１１-1 １週当たりの就労日数、１日当たりの就労時間（残業時間を含む）をお答えください。（枠内に数

字を記入） 

一定でない場合は、もっとも多いパターンについて、育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

問１１で「1.～4.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１１-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（枠内に時間を記入。（例）１８時） 

一定でない場合は、もっとも多いパターンについて、育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

      家を出る時刻 □□時      帰宅時刻 □□時 

問１１で「3.」または「4.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１１-3 フルタイムへの転換希望についてお答えください。（○は１つ）      

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問１１で「5.」または「6.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１１-4 就労への希望についてお答えください。（○は１つ。枠内に数字を記入。） 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    →希望する就労形態    ア．フルタイム 

                 イ．パートタイム、アルバイト等 

                  →１週当たり □日   １日当たり □□時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⇒ 問 11-1,11-2, 

11-3 へ 

⇒ 問 11-4 へ 

⇒ 問 11-1,11-2 へ 
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問１２ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのはどなた（施設）ですか。 

お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．父母ともに  ２．母親   ３．父親    ４．祖父母  ５．幼稚園 ６．保育所（園） 

７．認定こども園 ８．その他（      ） 

 
問１３ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境についてお答えくだ

さい。（あてはまる番号すべてに○） 

１．家庭   ２．地域   ３．幼稚園   ４．保育所（園）  ５．認定こども園 

６．その他（             ） 

 

問１４ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．日常的に，祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には，祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に，友人・知人にみてもらえる 

４．緊急時もしくは用事の際には，友人・知人にみてもらえる 

5．いずれもいない 

 

問１４で「1.」または「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４-1 親族にお子さんをみてもらうときの気持ちについてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．親族の身体的負担が大きく心配である 

３．親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                           ） 

 

問１４で「3.」または「4.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４-2 友人・知人にお子さんをみてもらうときの気持ちについて，お答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                       ）

 

 

 

 

 

⇒ 問 14-1 へ 

⇒ 問 14-2 へ 

⇒ 問２２へ 

あて名のお子さんの子育て環境について 
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問１５ あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人、また、相談できる場所についてお答え

ください。（○は 1 つ） 

１．たくさんいる（ある）  ⇒ 問 15-1 へ 

 ２．少しはいる（ある）   

３．あまりいない（ない）  ⇒ 問１６へ 

４．まったくいない（ない）   

 

問１５で「1.」または「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１５-1 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる先についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．配偶者・パートナー             １０．区保健福祉センター 

２．その他の親族                １１．子どもプラザ・子育て交流サロン 

３．友人や知人                 １２．病院 

４．隣近所の人，地域の知人           １３．民生委員・児童委員，主任児童委員 

５．職場の人                  １４．こども総合相談センター（えがお館） 

６．保育所（園）・幼稚園の保護者仲間       １５．民間の電話相談 

７．子育てサークルの仲間            １６．インターネットや育児書で解決策を探す

８．保育所（園）の保育士            １７．その他（             ）

９．幼稚園の先生                 

 

すべての方にうかがいます。 

問１６ 福岡市の事業等で知っているものや、利用したことがある、今後利用したいと思うものをお答えください。 

（①～⑬の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○）  

 A B C 

 
知っている 

これまでに利用  

したことがある 今後利用したい

① 区保健福祉センターや公民館の 

子育て教室事業・講座 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②公民館等で行われる母子巡回健康

相談 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③区保健福祉センターの訪問指導 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④区保健福祉センターでの相談 

（電話含む，⑤を除く） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤福岡市保育コンシェルジュ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥こども総合相談センターでの相談

（電話含む） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦認可保育所（園）の子育て支援事業

（園庭開放・相談・講座・イベント） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧幼稚園の子育て支援事業 

（園庭開放・相談・講座・イベント） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨ファミリー・サポート・センター事

業（保育所送迎・子守りなど） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩シルバー人材センター子育て支援

事業（保育所送迎・家事手伝いなど） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪中央児童会館の子育て支援事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫市のホームページ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑬子育て情報ガイド（冊子） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

※ 事業によっては、お住まいの地域で実施されていないものもあります。 
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問１７ いま子育てについてどんな情報を得たいと思っていますか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．子どもの発育や病気       ７．子育ての手当や公的助成 

２．子どもの食事や栄養         ８．子どもの遊び場や施設 

３．子どものしつけや勉強      ９．子連れで参加できるイベント 

４．保育所（園）や幼稚園      10．子育てサークル 

５．子どもの一時預かり       11．子育ての講座や講演会など 

６．子育ての相談窓口          12．その他（具体的に           ) 
 
 

問１８ 子育てに関する情報をどこから入手していますか。（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．親族（親、きょうだいなど）          ８．市や区のホームページ 

２．近所の人、地域の知人、友人          ９．テレビ、ラジオ、新聞 

３．保護者仲間                 10．子育て雑誌・育児書 

４．子どもプラザ・子育て交流サロン       11．フリーペーパー 

５．保育所（園）、幼稚園、学校          12．インターネット   

６．区役所（保健福祉センター、市民センター等） 13．情報の入手手段がわからない 

７．市の広報紙やパンフレット、公民館だより   14．その他(具体的に：         ) 

 

 

 

 

問１９ あて名のお子さんと、現在、子どもプラザや子育て交流サロン、子育てサークルなどの利用していますか。

（利用されているものすべてに○。枠内におおよその利用回数を記入。） 

１．子どもプラザ（市内１４か所） 

   １週当たり □回 または １ヶ月当たり □回程度 

２．子育て交流サロン（公民館等でサポーターが見守る中，乳幼児の親子が自由に過ごすことができる場所）

１ヶ月当たり □回程度 

３．子育てサークルなど自主的な活動 

１週当たり □回 または １ヶ月当たり □回程度 

４．利用していない 

 

問２０ 子どもプラザや子育て交流サロンについて、今は利用していないが今後利用したい、または、利用を増や

したいと思いますか。（○は１つ。枠内におおよその利用回数を記入。） 

 

子どもプラザ 子育て交流サロン 

１．利用していないが、今後利用したい 

１週当たり □回  

または １ヶ月当たり □回程度  

２．すでに利用しているが、今後利用を増やしたい 

１週当たり さらに □回 

または １ヶ月当たり さらに □回程度  

３．新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない

１．利用していないが、今後利用したい 

     １ヶ月当たり □回程度 

  

２．すでに利用しているが、今後利用を増やしたい  

 １ヶ月当たり さらに □回程度  

 

 

３．新たに利用したり、利用を増やしたいとは思わない

 

子どもプラザ・子育て交流サロンなどの利用状況について 
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問１９で「4.」と回答された方にうかがいます。 

問２１ 現在、子どもプラザや子育て交流サロンを利用していない理由についてお答えください。 

（それぞれ○は１つ） ※利用している場合は、回答不要です。 

利 用 し な い 理 由 

子
ど
も
プ
ラ
ザ 

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン 

１．場所が遠いので利用しづらい １ １ 

２．開催時間や日数が利用しづらい ２ ２ 

３．知人がいないので行きづらい ３ ３ 

４．子どもプラザや子育て交流サロンについて知らなかった ４ ４ 

５．利用する時間がない ５ ５ 

６．利用の仕方がわからない ６ ６ 

７．親同士の付き合いがわずらわしい ７ ７ 

８．外出するのが面倒 ８ ８ 

９．子どもが大きくなって必要ない ９ ９ 

10．特に利用する必要性を感じない 10 10 

11．その他（具体的に：                  ） 11 11 

12．特に理由はない 12 12 
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ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 
 

問２２ あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。 

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

 

３．認可保育所(園) 

（市が定める最低基準に適合した施設で 

市の認可を受けたもの） 

 

５．家庭的保育 

（アパートの一室等で子どもを保育する事業） 

 

７．その他の認可外保育施設 

 

 

 

９．産休明けサポート事業 

（産休明けから保育が必要な方に生後３ヶ月ま

での間、ベビーシッター派遣費用の一部を助成

する事業） 

１１．その他（        ） 

 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業 

のうち定期的な利用のみ） 

 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

 

６．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

 

８．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が 

子どもの家庭を訪問して保育する事業） 

 

１０．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

 

 

１２．利用していない 

 

問２２-1 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、全部あわせてどのくらい利用していますか。 

また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

（枠内に数字を記入。時間は、（例）０９時～１８時のように２４時間制で記入。） 

＜現在＞ 

  １週当たり □日   １日当たり □□時間 （ □□時～ □□時） 

＜希望＞ 

  １週当たり □日   １日当たり □□時間 （ □□時～ □□時） 

 

問２２-2 現在、教育・保育事業を利用している場所について，お答えください。（○は１つ） 

 

  1．福岡市内      2．福岡市外 

 
 
 

あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

⇒ 問 22-4 へ 
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問２２-3 平日に定期的に教育・保育の事業を利用している主な理由についてお答えください。 

    （あてはまる番号すべてに○） 

 １．子どもの教育や発達のため      ５．病気や障がいがあるため 

２．現在就労しているため        ６．学生であるため 

３．就労予定がある／求職中であるため  ７．その他（                 ） 

４．家族・親族などを介護しているため 

 
問２２で「１２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 
問２２-4 利用していない理由についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもの母親か父親が子育てしており，利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親族がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

4．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

5．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

6．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

7．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

8．子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しようと考えている） 

9．その他（                                     ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問２３ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保育の事業として、

「定期的に」利用したいと考える事業について，お答えください。（あてはまる番号すべてに○）      

※なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

認可保育所(園)の場合、世帯収入に応じた利用料が設定されています。 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３．認可保育所(園) 

（市が定める最低基準に適合した施設で 

市の認可を受けたもの） 

５．家庭的保育 

（アパートの一室等で子どもを保育する事業）

７． その他の認可外保育施設 

 

 

９．産休明けサポート事業 

（産休明けから保育が必要な方に生後３ヶ月ま

での間、ベビーシッター派遣費用の一部を助成

する事業） 

１１．その他（        ） 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業 

のうち定期的な利用のみ） 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

６．事業所内保育施設  

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が 

子どもの家庭を訪問して保育する事業） 

１０．ファミリー・サポート・センター  

（地域住民が子どもを預かる事業） 

 

 

１２．利用したいと思わない 

問２３で「１．～１１．」に○をつけた方にうかがいます。 

問２３-1  教育・保育事業を利用したい場所についてお答えください。（○は１つ）  

  1．福岡市内      2．福岡市外 
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問２４ あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあります

か。一時的な利用は除きます。 

（土曜・日祝日それぞれ○は１つ。希望時間を枠内に記入。(例)０９～１８時） 

※ 保育・教育事業とは、幼稚園、保育所(園)、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・知人によ

る預かりは含みません。 

※ なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

【土曜日】 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

３．月に１、２回は利用したい       □□時から □□時まで 

【日曜・祝日】 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

３．月に１、２回は利用したい       □□時から □□時まで 

 

問２４で、「3.」に○をつけた方にうかがいます。 

問２４-1  毎週ではなく、月に１・２回だけ利用したい理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．月に数回仕事が入るため        ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

3．親族の介護や手伝いが必要なため     4．リフレッシュ等のため 

5．その他（              ）  

 

「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

問２５ あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休業期間中の教育・保育の事業の利用を希望しま

すか。（○は１つ。希望時間を枠内に記入。(例)０９～１８時） 

※なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい   利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい    □□時から □□時まで 

 

問２５で、「3.」に○をつけた方にうかがいます。 

問２５-1 毎日ではなく、週に数日だけ利用したい理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．週に数回仕事が入るため        ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

3．親族の介護や手伝いが必要なため     4．リフレッシュ等のため 

5．その他（              ）  

あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の 

「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

⇒ 問 24-1 へ 

⇒ 問 24-1 へ 

⇒ 問 25-1 へ 
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平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた方（問２２で１～１１に○をつけた方）に 

うかがいます。⇒ 利用していない方は、問４９へお進みください。 

問２６ この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している事業が利用できなかったことはありま

すか。（○は１つ） 

  １．あった      ⇒ 問 26-1 へ       ２．なかった  ⇒ 問 28 へ 

  
問２６-1 あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、 

この１年間に行った対処方法についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○。枠内にそれぞれの日数を記入。半日程度の場合も１日とカウント。） 

 １年間の対処方法 日数 

ア. 父親が休んだ □□ 日 

イ. 母親が休んだ □□ 日 

ウ. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□ 日 

エ. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□ 日 

オ. 
病児・病後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 
□□ 日 

カ. ベビーシッターを利用した  □□ 日 

キ. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた  □□ 日 

ク. その他（               ） □□ 日 
 
  

問 26-1 で「ア.」「イ.」のいずれかに回答した方にうかがいます。 

問２６-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。      

（○は１つ。枠内に日数を記入。） 

※病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診

が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日 ⇒ 問 26-3 へ 

２．利用したいとは思わない                   ⇒ 問 26-4 へ  
 

問 26-2 で「1.」に○をつけた方にうかがいます。 

問２６-3 その場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．幼稚園・保育所(園)等に併設した施設で子どもを保育する事業 

2．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等）

４．その他（                            ） 

 ⇒ 問２７へ 
 

あて名のお子さんの病気の際の対応について 
（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

⇒ 問 26-2 へ

⇒ 問 26-5 へ
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問 26-2 で「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

問２６-4 そう思われる理由についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 ２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間 ４．利用料がかかる・高い 

日数など）がよくない 

５．利用料がわからない ６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（               ）  

⇒ 問２７へ     
問 26-1 で「ウ～ク.｣のいずれかに回答した方にうかがいます。 

 

問２６-5 休めなかった理由についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもの看護を理由に休みがとりづらい ２．自営業なので休めない 

３．休暇制度が整っていない ４．その他（               ）

 
 
病児・病後児保育（病児・病後児デイケア）を利用した（利用しようとした）方にうかがいます。 

問２７ 利用申し込みをした際に、施設の定員の都合を理由に断られたことがありましたか。（○は１つ）    

１．あった     ２．なかった 
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問２８ 現在、あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就

労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

また、現在の利用の有無に関わらず、今後の利用希望日数、その事業の利用を希望する理由についてお答え 

ください。 

（あてはまる番号すべてに○。それぞれの現在・今後の希望について枠内に日数を記入。それぞれの利用希

望理由についてア～エのあてはまるもの１つずつに○。） 

※各事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

事業 現在の利用日数 

（年間） 

今後の利用希望日数 

（年間） 

利用希望の理由 

1．一時預かり 

 （私用など理由を問わずに保育所(園)な
どで一時的に子どもを保育する事業）

□□ 日 □□ 日 
ｱ．私用・ﾘﾌﾚｯｼｭ 

ｲ．冠婚葬祭、学校行事、通院

ｳ．不定期の就労 

ｴ．その他 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事

業のうち不定期に利用する場合の

み） 

□□ 日 □□ 日 
ｱ．私用・ﾘﾌﾚｯｼｭ 

ｲ．冠婚葬祭、学校行事、通院

ｳ．不定期の就労 

ｴ．その他 

３．ファミリー・サポート・センター 

 （地域住民が子どもを預かる事業） 
□□ 日 □□ 日 

ｱ．私用・ﾘﾌﾚｯｼｭ 

ｲ．冠婚葬祭、学校行事、通院

ｳ．不定期の就労 

ｴ．その他 

４．ベビーシッター □□ 日 □□ 日 
ｱ．私用・ﾘﾌﾚｯｼｭ 

ｲ．冠婚葬祭、学校行事、通院

ｳ．不定期の就労 

ｴ．その他 

５．その他（           ） □□ 日 □□ 日 
ｱ．私用・ﾘﾌﾚｯｼｭ 

ｲ．冠婚葬祭、学校行事、通院

ｳ．不定期の就労 

ｴ．その他 

６．利用していない ⇒問２８－２へ    

 

問２８で「1.～5.」に○をつけた方にうかがいます。 

問２８-1 一時的にお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所(園)等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：家庭的保育事業等） 

3．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等）

４．その他（                            ） 
 

⇒問２９へ  
  
 

あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業の利用について 
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問２８で「６．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

問２８-2 現在利用していない理由は何ですか。（事業ごとに，あてはまる番号すべてに○） 

事業 利用していない理由 

一時預かり 

 （私用など理由を問わずに保育所(園)などで一
時的に子どもを保育する事業） 

１．特に利用する必要がない 

２．近くで事業が実施されていない 

３．事業の利便性（立地や利用時間・日数）がよくない 

4．利用料が高い 

5．事業をよく知らない                         

6．その他（        ） 

幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業の

うち不定期に利用する場合のみ） 

１．特に利用する必要がない 

２．近くで事業が実施されていない 

３．事業の利便性（立地や利用時間・日数）がよくない 

4．利用料が高い 

5．事業をよく知らない                         

6．その他（        ） 

ファミリー・サポート・センター 

 （地域住民が子どもを預かる事業） 

１．特に利用する必要がない 

２．近くで事業が実施されていない 

３．事業の利便性（立地や利用時間・日数）がよくない 

4．利用料が高い 

5．事業をよく知らない                         

6．その他（        ） 

ベビーシッター １．特に利用する必要がない 

２．近くで事業が実施されていない 

３．事業の利便性（立地や利用時間・日数）がよくない 

4．利用料が高い 

5．事業をよく知らない                         

6．その他（        ） 
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問２９ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを泊りが

けで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含む）。 

この１年間の対処方法についてお答えください。（あてはまる記号すべてに○。それぞれ枠内に日数を記入。） 

 

利用の有無 
この１年間の対処方法 

この 1 年間の 

利用日数 

今後の 

利用希望日数 

１．あった ア.
（同居者を含む）親族・知人にみても

らった □□ 泊 □□ 泊 

 イ.

短期入所生活援助事業（子どもショー

トステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子ども

を保護する事業） 

□□ 泊 □□ 泊 

 

ウ.
イ以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッター等）を利用した □□ 泊 □□ 泊 

 
エ. 仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 □□ 泊 

 
オ.

仕方なく子どもだけで留守番をさせ

た □□ 泊 □□ 泊 

 

カ.
そ の 他

（               ） □□ 泊 □□ 泊 

２．なかった   

 

⇒ ア.以外を選択した方は 問３０へ 

 

問２９で「ア.親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。 

 

問２９-1 その場合の困難度はどの程度でしたか。（○は１つ） 

１．非常に困難     2．どちらかというと困難     3．特に困難ではない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用について 
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⇒ あて名のお子さんが５歳未満の方は、問３１へ 

問３０ あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）をどのような場所で過ごさせたいと思います

か。（あてはまる番号すべてに○。それぞれ枠内に日数を記入。） 

また、「留守家庭子ども会」の場合には、希望時間もお答えください。（枠内に日数を記入。（例）１８時） 

場所 小学校１～３年生 小学校４～６年生 

1．自宅 
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

３．習い事 
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

４．学童保育〔留守家庭子ども会〕※１
週 □ 日くらい 

→下校時から□□時まで 

週 □ 日くらい 

→下校時から□□時まで 

５．放課後等の遊び場づくり事業 ※２
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

6．ファミリー・サポート・センター 
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

７．その他（公民館、公園など） 
週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

※１「学童保育（留守家庭子ども会）」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の

下、子どもの生活の場を提供するものです。一定の利用料がかかります。 

※２「放課後等の遊び場づくり事業」･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校の校庭等で学習・

スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生

が利用できます。 

問３０で「４.」に○をつけた方にうかがいます。 

問３０-1 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日, 長期休業中（夏休み冬休みなど）に、留守家庭子

ども会の利用希望はありますか。（○は１つ。枠内に時間帯を記入。（例）０９時～１８時） 

  ※事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

土曜日 

 

 

 

日祝   

 

 

 

長期 

休暇  

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     □□時から □□時まで

3．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     □□時から □□時まで

3．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    □□時から □□時まで

3．利用する必要はない 

あて名のお子さんが５歳以上である方に、うかがいます。 
小学校就学後の放課後の過ごし方について 
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問３１ あなたの生活の中での「仕事時間」と「家事（育児）時間」の優先度についてお答えください。 

    （それぞれ○は１つ） 

 
【希望】 

   １．仕事時間を優先           ３．仕事と家事（育児）を両立 

   ２．家事（育児）時間を優先 

 

 

【現実】 

   １．仕事時間を優先           ３．仕事と家事（育児）を両立 

   ２．家事（育児）時間を優先 

  

問３２ あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

（それぞれ○は１つ） 

母親 父親 

１．取得した（取得中である） ⇒問 32-1 へ 

２．取得していない      ⇒問 32-8 へ 

３．妊娠・出産を機に離職した ⇒問 32-9 へ 

４．働いていなかった     ⇒問33へ 

１．取得した（取得中である）⇒問 32-1 へ 

２．取得していない     ⇒問 32-8 へ 

３．働いていなかった    ⇒問33へ 

 
問３２－１～問３２-８は、母親・父親それぞれの状況をお答えください。 
 

問３２で「１. 取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

問３２-1  育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ○は１つ） 

母親 父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

⇒問32-2へ 

２．現在も育児休業中であり、職場に復帰予定 

である           ⇒問32-7へ 

３．育児休業中に離職した    ⇒問 32-8 へ

１．育児休業取得後、職場に復帰した  

⇒問32-2へ 

２．現在も育児休業中であり、職場に復帰予定 

である             ⇒問32-7へ 

３．育児休業中に離職した      ⇒問 32-8 へ 

 

問 32-1 で「1. 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

問３２-2 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所(園)入所に合わせたタイミングでしたか。あ

るいはそれ以外でしたか。（それぞれ○は１つ） 

※ 年度初めでの認可保育所(園)入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所(園)

に入所した場合なども「1.」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、

実際には希望する保育所(園)に入所できなかったという場合も「1.」を選択してください。 

 

母親 父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった 

 

 

 

すべての方にうかがいます。 
育児休業など職場の両立支援制度について 
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問３２-3 育児休業は、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月から何歳何ヶ月の間、取得されましたか。 

また、お勤め先の育児休業の制度が３歳までであった場合、何歳何ヶ月から何歳何ヶ月のときまで

取りたかったですか。（枠内に数字を記入） 

母親 父親 

実際の取得期間 □ 歳□□ヶ月 

～□歳□□ヶ月 

実際の取得期間 
□ 歳□□ヶ月 

～□歳□□ヶ月 

３歳までの制度が 

あった場合の希望 □ 歳□□ヶ月 

～□歳□□ヶ月 

３歳までの制度が 

あった場合の希望 □ 歳□□ヶ月 

～□歳□□ヶ月 

 

問 32-3 で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

問３２-4 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてお答えください。 

（１）「希望」より早く復帰した方   （それぞれあてはまる番号すべてに○） 

母親 父親 

１．希望する保育所（園）に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（               ） 

１．希望する保育所（園）に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（             ） 

（２）「希望」より遅く復帰した方   （それぞれあてはまる番号すべてに○） 

母親 父親 

１．希望する保育所（園）に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（              ） 

１．希望する保育所（園）に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（              ） 

問３２-5 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（それぞれ○は 1 つ） 

母親 父親 

１．利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務

だった） 

２．利用した 

３．利用したかったが、利用しなかった 

（利用できなかった）  ⇒問 32-6 へ 

１．利用する必要がなかった 

（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だ

った） 

２．利用した 

３．利用したかったが、利用しなかった 

（利用できなかった） ⇒問 32-6 へ  
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問 32-5 で「３.」と回答した方にうかがいます。 

問３２-6 短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由はなぜですか。 

（枠内にあてはまる番号すべてを記入） 

母親 父親 

 

 

 

１．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．短時間勤務にすると給与が減額される 

４．短時間勤務にすると保育所（園）の入所申請の優先順位が下がる 

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた 

７．子育てや家事に専念するため退職した 

８．職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

１０．その他（                            ） 

  

問 32-1 で「2. 現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

問３２-7 あて名のお子さんが1歳になったときに必ず利用できる教育・保育事業があれば、1歳になるまで育児

休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても1歳になる前に復帰しますか。（それぞれ○は１つ） 

母親 父親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

 

問 32 で「２．取得していない」と回答した方にうかがいます。                  

問３２-8 育児休業を取得されなかった理由はなぜですか。（枠内にあてはまる番号すべてを記入） 

母親 父親 

 

 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

１０．子育てや家事に専念するため退職した 

１１．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

１３．育児休業を取得できることを知らなかった 

１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

１５．その他（                        ） 
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問 32 で「３．妊娠・出産を機に離職した」と回答した方にうかがいます。               

問３２-9 仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。     

（○は１つ） 

１．保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた 

２．職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整って 

いれば、継続して就労した 

３．保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた 

４．家庭の考え方（親族の理解が得られない）等の環境が整っていれば、継続して就労していた 

５．いずれにしてもやめていた 

６．その他（                                      ） 

 

 
 
 
 

問３３  あて名のお子さんの朝食のとり方はどうですか。（○は１つ） 
 

１．毎日食べる         ３．週に１～２回しか食べない   ５．離乳前 

２．週に３～４回食べる     ４．ほとんど食べない 

 

問３４  ふだん、お子さんが寝る時間と起きる時間は何時頃ですか。（枠内に数字を記入） 

 
寝る時間        時頃  、   起きる時間       時頃 

 
 
問３５ 忙しいときなど、何らかの理由で子どもにテレビ、ビデオ、携帯・スマートフォン、パソコン・タブ

レットなどを見せておくことがありますか。（○は１つ） 

 
１．よく見せている   ２．時々そうしている   ３．そのようなことはない 

 
 

問３６ あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、テレビ、ビデオ、携帯・スマートフォン、

パソコン・タブレットなどを見ていますか。ゲームをしている時間も含みます。（○は１つ） 

1．見ていない         ４．２時間以上～３時間未満    ７．５時間以上 

2．１時間未満         ５．３時間以上～４時間未満 

3．１時間以上～２時間未満   ６．４時間以上～５時間未満 
 
問３７ あなたは、お子さんと一緒に近くの公園を利用していますか。（○は１つ） 

 
１．よく利用している   ２．ときどき利用している 

３．あまり利用していない ４．利用していない  ５．近くに公園がない 
  
問３８ あて名のお子さんは、平均すると１日何時間くらい、外で遊びますか。（平日・休日それぞれ○は１つ） 

 

【平日】 

１．外で遊ばない            ５．２時間以上～３時間未満 

２．３０分未満             ６．３時間以上～４時間未満 

３．３０分以上～１時間未満       ７．４時間以上～５時間未満 

４．１時間以上～２時間未満       ８．５時間以上 

【休日】 

１．外で遊ばない            ５．２時間以上～３時間未満 

２．３０分未満             ６．３時間以上～４時間未満 

３．３０分以上～１時間未満       ７．４時間以上～５時間未満 

４．１時間以上～２時間未満       ８．５時間以上 

 

あて名のお子さんの日ごろの生活について 
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問３９ 家の近くの子どもの遊び場について、日頃感じていることがありますか。（○は３つまで） 

 

 
１．思いきり遊ぶために十分な広さがない 

2．近くに遊び場がない 

3．大声を出したり、ボールやバットを使って自由に安心して遊べる場所がなく、 

思いきり遊べない 

4．遊具などの種類が充実していない 

5．遊具などの設備が古くて危険である 

6．トイレがない 

7．きたない 

8．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

9．緑などの自然が少ない 

10．遊び場やその周辺の見通しが悪くて、安心して遊べない 

11．遊び場周辺の道路が危険である 

12．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 

13．雨の日に遊べる場所がない 

14．その他（具体的に                    ） 

15．特に感じることはない 
 
 

問４０ 市内においてお子さんと外出する際、困ること・困ったことは何ですか。（○は３つまで） 

 
１．歩道や信号がない通りが多く、安全に心配がある 

２．歩道の段差などがベビーカーや自転車の通行の妨げになっている 

３．公共交通機関がベビーカーでの移動に配慮されていない 

４．建物がベビーカーでの移動に配慮されていない 

５．トイレがオムツ換えや親子での利用に配慮されていない 

６．授乳する場所や必要な設備がない 

７．小さな子どもとの食事に配慮された場所がない 

８．買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がない 

９．緑や広い歩道が少ないなど、まち並みにゆとりとうるおいがない 

10．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配 

11．周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみる 

12．荷物や子どもに手をとられて困っている時に手を貸してくれる人が少ない 

13．その他 (具体的に：                          ) 

14．特に困る・困ったことはない 
 
 

問４１ あなたは、近所づきあいをどの程度していますか。（○は１つ） 

１．毎日でもお互いの家を行き来する 

２．ときどき家を訪問する 

３．会えば、世間話をする 

４．会えば、あいさつをする程度 

５．つきあいはない 
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問４２ あなたが、ほしいと思っている子どもの数は何人ですか。 

また、実際に予定している子どもの数は何人ですか。（枠内に数字を記入） 

ほしいと思っている子どもの数 実際に予定している子どもの数 

 

            人 

 

             人 

 

問４２で、ほしいと思っている子どもの数よりも、実際に予定している子どもの数が少ない方にうか

がいます。 

問４２-1 その理由は何ですか。（○は２つまで） 

 
１．育児の身体的な負担が大きいから 

２．育児の精神的な負担が大きいから 

３．配偶者やパートナーが家事や育児にあまり協力してくれないから 

４．年齢的な理由で無理だから 

５．健康上の理由で無理だから 

６．自分自身のやりたいことができなくなるから 

７．住まいが狭いから 

８．子どもを育てるのにお金がかかるから 

９．仕事ができない・続けにくいから 

10．教育に不安があるから 

11．社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから 

12．十分な愛情をかけてあげたいから 

13．その他（具体的に：                            ） 

14．特に理由はない 

 

問４３ あて名のお子さんの母親・父親の１週間の家事・育児時間はどれくらいですか。 

１週間の時間を合計して枠内にご記入ください。 

 

【母親】 

・家事時間    時間    分／週     ・育児時間    時間   分／週 

 

【父親】 

・家事時間    時間    分／週       ・育児時間    時間   分／週 
 

※「育児時間」とは、子どもの身の回りの世話のほか、遊び相手になること、勉強をみてあげることなど、

子どもと一緒に過ごす時間をいいます。 

 

問４４ あなたのご家庭では、父親はどの程度子育てをしていますか。（○は１つ） 

                              ⇒ 該当しない場合は問 45 へ 

 

１．十分にやっている               3．かなり不足している 

２．十分とはいえないが、まあやっている      4．全くやっていない 

 

 
 
 
 
 

子育てに関する意識について 
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問４５ あなたは、子育てが楽しいですか。（○は 1 つ） 
 

１．大変楽しい            ３．つらいと感じることが多い 

２．楽しいことが多い         ４．とてもつらい 
 
 

問４６ 子育てに関して不安や負担などはお感じですか。（○は 1 つ） 
 

１．不安や負担を感じる       

２．多少は不安や負担を感じる    

３．あまり不安や負担などは感じない 

４．感じない  

５．なんともいえない  
 
 

問４７ 子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。（○は３つまで） 

 

 
１．子どもの病気や発育・発達に関すること       

２．子どもの食事や栄養に関すること          

３．子どもの遊ばせ方に関すること 

４．子どものしつけに関すること 

５．子どものくせや性格に関すること 

６．子どもとの時間を十分にとれないこと 

７．子どもの教育に関すること 

８．子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

９．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと  

10．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

11．子育てをしているうちに世の中から取り残されるような気がすること 

12．子どもを叱りすぎているような気がすること 

13．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

14．子育てで出費がかさむこと 

15．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

16．子どもを通じた親同士の付き合いに関すること 

17．その他（具体的に：                             ） 

18．特にない 
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問４８ あなたは今後どのような子育て支援の充実を図ってほしいと思いますか。（○は３つまで）  
 

１．子どもや親子が安心して集まり、遊びや情報交換ができる場を作ってほしい 

２．子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい 

３．子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を作ってほしい 

４．保育所（園）を増やしてほしい 

５．幼稚園を増やしてほしい 

６．保育所（園）や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい 

７．専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい 

８．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

９．多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面の配慮がほしい 

10．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

11．子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほしい  

12．子育てについて学べる機会を作ってほしい 

13．その他（具体的に：                             ） 

14．特にない 
 
 

 

最後に、教育・保育環境の充実や子育て支援など、福岡市の子ども施策に関する取り組みに関して福岡市へ

のご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

  

  

  

  

  

  

 
 

調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 

子育て支援に関する意見について 
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福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
 

（小学生の保護者の方） 
 

日ごろより福岡市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、福岡市では「新・福岡市子ども総合計画」（平成２２～２６年度）に基づき子ども施策を

推進しておりますが、平成２７年度にスタートする第４次福岡市子ども総合計画を策定するにあた

り、市民の皆様の子育て環境や意識、ご意見などを把握するために、本調査を実施することといた

しました。 

この調査は、住民基本台帳の中から無作為に抽出させていただいた小学生のお子さんを持つ保護

者の方にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、福岡市や国・県の子ども・

子育て支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、他の目的に利用することは一切ござ

いません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

なお、この調査は西日本新聞社に委託し、実施しております。 

平成 2５年１０月 

 福  岡  市 

 

 

ご記入に際してのお願い 

（１）アンケート調査票は、保護者の方が記入してください。 

（２）アンケートは、封筒のあて名のお子さんについてお答え下さい。 

（３）回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があ 

ります。 

なお、質問によっては複数回答をお願いするものがあります。 

（４）回答が「その他」にあてはまる場合は、その番号を○で囲み、（ ）内になるべく具体的 

にその内容を記入してください。 

（５）時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制(例：午後１時→13 時)で記入してくだ 

さい。 

（６）記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、１１月８日（金）までにご投函くださ

い。 

返信用封筒に切手は不要です。 

（７）記入者の住所、氏名は調査票、返信用封筒ともにお書きにならなくて結構です。 

（８）このアンケートに関するご質問は下記までご連絡下さい。 

 

問合せ先：調査票に関すること 

  ㈱西日本新聞社お客様センター調査・マーケティンググループ 

  電話：７１１－５５２４ ＦＡＸ：７１１－９７５７ 

福岡市の子ども行政・福岡市子ども総合計画に関すること 

         福岡市こども未来局こども部総務企画課 

電話：７１１－４１７０ ＦＡＸ：７３３－５５３４ 

 

 

平成 25 年 9 月 26 日現在 

の事務局案です。 
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問１ あて名のお子さんは何年生ですか。（○は１つ） 

 

１．小学校１年生      ３．小学校３年生      ５．小学校５年生 

２．小学校２年生      ４．小学校４年生      ６．小学校６年生 

 

問２ あて名のお子さんを含め、お子さん（年齢は問いません）は何人いらっしゃいますか。 

また、お子さんが２人以上いる場合には、末子の生年月をご記入ください。（枠内に数字を記入） 
 

 お子さんの数      人   末子の生年月  平成     年     月生まれ 

 

問３ あて名のお子さんの母親・父親の年代はどのくらいですか。（○は１つ） 

母親 １．２９歳以下 ２．３０～３４歳 ３．３５～３９歳 ４．４０～４４歳 ５．４５～４９歳 

   ６．５０歳以上 

父親 １．２９歳以下 ２．３０～３４歳 ３．３５～３９歳 ４．４０～４４歳 ５．４５～４９歳 

   ６．５０歳以上 

 

問４ 現在お住まいの地域での居住年数はどのくらいですか，（○は１つ） 

１．１年未満  ２．１年以上～３年未満  ３．３年以上～５年未満  ４．５年以上～１０年未満

５．１０年以上～１５年未満 ６．１５以上～２０年未満 ７．２０年以上 

 

問５ あて名のお子さんの子育て主にしている方はどなたですか。 

続柄はあて名のお子さんから見た関係です。（○は１つ） 
 

1．父母ともに ２．主に父親  ３．主に母親 ４．主に祖父母 ５．その他（具体的に： ）

 

問６ このアンケート調査の記入者はどなたですか。（○は１つ） 
 

1．母親  ３．祖母   ５．その他（具体的に： ） 

２．父親        ４．祖父 

 

問７ お住まいの区はどこですか。（○は１つ） 
 

1．東 区 ３．中 央 区 ５．城 南 区 ７．西 区 

2．博 多 区 ４．南 区 ６．早 良 区 

 
問８ あて名のお子さんとの同居・近居の状況について，選んでください。 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。（当てはまる番号すべてに○） 
 

1．父母同居（単身赴任別居を含む） 5．祖母同居 

2．父同居（ひとり親家庭） 6．祖父近居 

3．母同居（ひとり親家庭） 7．祖母近居 

4．祖父同居   8．その他（具体的に：  ） 

 

 

 

お子さんとご家族の状況について 
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ここでは，この区分によりご回答ください。 

フルタイム・・・・・・・・１週５日程度・１日８時間程度の就労 

パート・アルバイト等・・・フルタイム以外 

 

問９ 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について，選んでください。（○は１つ） 

   【該当しない場合は記載不要です。】 
 

1．就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない） 

→1 週当たりの平均就労時間は        時間 働いている日の平均的な帰宅時間    時 

2．就労している（フルタイムだが育休・介護休業中） 

3．就労している（パートタイム、アルバイト等） 

→1 週当たり     日、１日当たり     時間    

→フルタイムヘの転換希望がありますか。 

（１ ある（すぐにでも又は１年以内に）  ２ ある（いずれは）  ３ ない ） 

4．以前は就労していたが、現在は就労していない 

5．これまでに就労したことがない 

 

問１０ 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について，選んでください。（○は１つ） 

【該当しない場合は記載不要です。】 
 

1．就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

→1 週当たりの平均就労時間は    時間 働いている日の平均的な帰宅時間    時 

2．就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中） 

3．就労している（パートタイム、アルバイト等） 

→1 週当たり     日、1 日当たり     時間 

→フルタイムヘの転換希望がありますか。 

（１ すぐにでも又は１年以内に  ２ いずれは  ３ ない ） 

4．以前は就労していたが、現在は就労していない 

5．これまでに就労したことがない                           

 

問１０で「４」又は「５」を選んだ方にうかがいます。 

問 10-1 母親の就労希望はありますか。（○は１つ） 
 

１．すぐにでも又は１年以内に希望がある 

２．1 年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい 

３．ない 

 

問１０－１で「１」又は｢２｣を選んだ方にうかがいます。 

問 10-2 就労希望の形態はどのようなものですか。（○は１つ） 
 

1．フルタイムによる就労 

2．パートタイム、アルバイト等による就労 ⇒１週当たり    日・１日当たり    時間

 

問 10-1 へ 

問 10-2,10-3 へ 

問 10-2, 10-3,10-4 へ

問 11 へ進む 

お子さんの保護者の就労状況について 
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問１０－１で「１」又は｢２｣を選んだ方にうかがいます。 

問１0-3 就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。（○は１つ） 

1．留守家庭子ども会（学童保育）などのサービスが利用できない 

2．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

3．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．子どもが小さいうちは、自分が家にいてあげたい 

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない 

６．その他（具体的に：     ） 

 

問１０－１で「２」を選んだ方にうかがいます。 

問１0-4 あて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望されますか。 

（枠内に数字を記入） 
 

歳になったとき 

  
 

 

 

問１１ あて名のお子さんについて、現在、留守家庭子ども会（留守家庭子どもクラブを含む）を利用

していますか。（○は１つ） 

1．利用している  

2．利用していない 
 

※ 「留守家庭子ども会」とは、保護者が仕事などにより昼間家庭にいない児童を対象に遊びと生活の場

を提供し、児童の健全な育成を図る事業です。放課後児童クラブや学童保育などとも呼ばれています。 

※ 「留守家庭子どもクラブ」とは、この事業を保育所・幼稚園で実施しているものです。放課後児童ク

ラブや学童保育などとも呼ばれています。 

 

問１１で「１」を選んだ方にうかがいます。 
問１１－１  

① 留守家庭子ども会の利用日数はどれくらいですか。 

 

週      日くらい ⇒ うち土曜日の利用（１．ある   ２．ない）    

 
② どういう理由で利用していますか。（○は１つ） 
 

●お子さんの子育てを主にしている方が 

１．現在就労している 

２．妊娠中である／出産後間もない 

３．家族・親族などを介護しなければならない 

４．病気や障がいを持っている 

５．学生である 

６．その他（具体的に：    ） 

 

 

 

 

問 11-1 へ 

問 11-2 へ 

留守家庭子ども会等の利用について 
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③ 留守家庭子ども会（留守家庭子どもクラブを含む）で、今後充実してほしいことは何ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．施設や設備を充実してほしい  

２．指導員の増員や指導内容の充実をしてほしい  

３．日曜日・祝日も開設してほしい  

４．夏休みなど、学校休業日の開始時間（現在８時３０分から）を早めてほしい 

５．必要な時だけ利用できるようにしてほしい  

6．施設数を増やし、小学校敷地以外でも実施してほしい  

7．その他（具体的に：     ） 

8．特にない 

 

問１１で「２」を選んだ方にうかがいます。 

問１１-2 利用していない理由はなぜですか。（○は１つ） 
 

●お子さんの子育てを主にしている方が 

1．現在就労していないから 

2．就労しているが、留守家庭子ども会を知らなかったから 

3．就労しているが、留守家庭子ども会がないから 

4．就労しているが、留守家庭子ども会に空きがないから 

5．就労しているが、留守家庭子ども会の開所時間が短いから 

6．就労しているが、留守家庭子ども会は利用料がかかるから 

7．就労しているが、子どもは放課後のクラブ活動や習い事をしているから 

8．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

9．就労しているが、他の施設に預けているから 

10．校区の留守家庭子ども会が高学年児童の受入を行っていないから 

1１．その他（具体的に：      ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問１２ 福岡市では、全児童が利用できる、平日の放課後に実施している放課後等の遊び場づくり事業

（わいわい広場など）、土・日など学校が休みの時に実施している昼間校庭開放事業がありますが、

その利用意向はありますか。（それぞれについて○は１つ。意向がある場合は，希望日数も記入。） 

放課後等の遊び場づくり事業 昼間校庭開放事業 

１．参加させたい 

 ⇒ 週     日くらい 

２．参加させたいとは思わない 

３．わからない 

１．参加させたい 

 ⇒ 週     日くらい 

２．参加させたいとは思わない 

３．わからない 

 
※「放課後等の遊び場づくり事業」とは、すべての児童を対象に、放課後の学校施設を活用して安全な

遊び場を確保し、子どもたちの健全育成を図る事業です。現在、市内６１ヶ所の小学校で実施してお

り、参加費用は無料ですが保険料などは参加者の負担です。 

※「昼間校庭開放事業」とは、子どもたちの安全な遊び場を確保するために、土・日等学校が休みの日

に小学校の校庭を開放する事業です。市内のほとんどの小学校で実施しています。また、年数回「遊

びの巡回教室」を実施しています。 
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問１３ この１年間に、あて名のお子さんが病気で学校を休まなければなかったことはありますか。 

（○は１つ） 

1．あった  

2．なかった  

 

問１３で「１」を選んだ方にうかがいます。 

問１３－１ この１年間の対処はどのようにされましたか。 

（当てはまる番号すべてに○、枠内に数字を記入。半日程度についても１日としてカウント。） 

１．父親が休んだ    日 

２．母親が休んだ    日 

３．（同居人を含む）親族・知人に預けた  日 

４．就労していない保護者がみた   日 

５．病児・病後児保育（病児デイケアルーム）を利用した 日 

６．ベビーシッターを頼んだ   日 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた  日 

８．その他（具体的に：   ） 日 

※「病児・病後児保育」とは、お子さんが病気の際、保護者の仕事の都合などで、自宅で看病できない

場合、病院等の病児デイケアルームで預かる制度。 
 

問１３-１で「１」～「３」を選んだ方にうかがいます。 
問１3-２ その際、できれば病児デイケアルーム等に預けたいと思った日数はどれくらいありますか。 

（枠内に日数を記入） 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 13-1 へ 

問 13-2 へ 

問 14 へ 

お子さんの病気の時の対応について 
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問１４ 日頃、あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

1．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる 

2．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる 

3．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 

4．緊急時又は用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

5．いずれもいない 

 
問１４で「１」又は「２」を選んだ方にうかがいます。 

問１４－１ 祖父母等に預かってもらっているときの気持ちはどうでしたか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．特に問題はない 

２．祖父母等の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の時間的制約が大きく心配である 

４．祖父母等の精神的な負担が大きく心配である 

５．負担をかけていることが心苦しい 

６．その他（具体的に：     ） 

 

問１４で「３」又は「４」を選んだ方にうかがいます。 

問１４－２ 友人や知人に預かってもらっているときの気持ちはどうでしたか。 

（あてはまる番号すべてに○） 
 

１．特に問題はない 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約が大きく心配である 

４．友人・知人の精神的な負担が大きく心配である 

５．負担をかけていることが心苦しい 

６．その他（具体的に：    ） 

 
すべての方にうかがいます。 

問１５ この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ、冠婚葬

祭、保護者の病気、就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはありました

か。（半日程度についても１日としてカウントしてください。） 
 

1．ある ⇒ 年間      日 

2．ない 

 

問１５で「１」を選んだ方にうかがいます。 
問１５－１ 預けた日数を目的別に枠内に数字をご記入＜ださい。 

 

①私用（買物、習い事等）、リフレッシュ   ⇒年間 日 

②冠婚葬祭、保護者の病気  ⇒年間 日 

③就労     ⇒年間 日 

問 15-1 へ 

お子さんの一時預かりについて 

問 14-1 へ 

問 14-2 へ 

問 15 へ 
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問１６ ファミリー・サポート・センターを利用していますか。（○は１つ） 

 

1．利用している   ３．知らない 

２．知っているが、利用していない 

※「ファミリー・サポート・センター」とは、子どもを預けたい人と子どもを預かりたい人を会員登
録しておき、保育所までの送迎や留守家庭子ども会の終了後の預かりなど、地域の中で育児の相互
援助活動を行う制度。（利用料：１時間 600 円～） 

 
問１６で「１」を選んだ方にうかがいます。                          
問１６－１ どのような目的で利用していますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

1．主たる保育サービスとして利用している 

2．留守家庭子ども会などの利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等） 

３．留守家庭子ども会などの送り迎えに利用している 

４．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している 

５．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している 

6．その他（具体的に                              ） 

 
問１６で「１」を選んだ方にうかがいます。                          
問１６－２ どれくらいの頻度で利用していますか。（枠内に数字を記入） 

 

月に     日くらい    １回あたり     時間程度 

 

問１６で「１」を選んだ方にうかがいます。                           

問１６－３ 利用日数・回数を増やしたいと思いますか。（希望がある場合は、枠内に数字を記入） 
 

月に     日（回）くらい増やしたい 

 

問１６で「２」又は「３」を選んだ方にうかがいます。                     

問１６－４ 今後利用したいと思いますか。（希望がある場合は、枠内に数字を記入） 
 

月に     日（回）くらい 

問 16-1～16-3 へ 

問 16-4 へ 

ファミリー・サポート・センターの利用について 
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問１７ 福岡市の子育て支援サービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。 

また、今後利用したいと思いますか。 

①～⑨までのサービスごとに、Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれについて、はいの場合は「１」、いいえの

場合は「２」のどちらかに○をつけてください。 

Ａ 

知っている 

 

Ｂ 

これまでに利用

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい

 サービスの種類 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

①公民館や市民センターなどの子育て教室、

講座 
１ ２ １ ２ １ ２ 

②こども総合相談センター（えがお館）での

相談対応（電話を含む） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

③区保健福祉センターので相談対応（電話を

含む） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

④公民館や市民センターでの子ども向け事

業 
１ ２ １ ２ １ ２ 

⑤小学校での放課後等の遊び場づくり事業 

（わいわいひろば等） 
１ ２ １ ２ １ ２ 

⑥小学校での昼間校庭開放事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑦少年科学文化会館での子ども向け事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑧中央児童会館の子育て支援事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

⑨市のホームページ １ ２ １ ２ １ ２ 

 
 
 
 
問１８ あなたは、いま子育てについてどんな情報を得たいと思っていますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

１．子どもの発育や病気について      ７．子育ての相談窓口について 

２．子どもの食事や栄養について      ８．子育ての手当や公的助成について  

３．子どものしつけや勉強について     ９．家庭教育に関する講座や講演会などについて  

４．習い事や学習塾について        10．子どもの一時預かりについて 

５．子どもが参加できるイベントについて  11．その他（具体的に             ） 

６．子どもの遊び場や施設について 
 
 

問１９ あなたは、その知りたい情報を何から得ていますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

１．親族（親、きょうだいなど）         ８．テレビ、ラジオ、新聞 

２．近所の人、地域の知人、友人         ９．子育て雑誌、育児書 

３．保護者仲間                 10．フリーペーパー  

４．小学校                   11．インターネット 

５．区役所（保健福祉センター、市民センター等） 12．情報の入手手段がわからない 

６．市の広報紙やパンフレット、公民館だより     13．その他（具体的に          ） 

７．市や区のホームページ 

子育て支援サービスの認知度・利用の意向について 

子育てに関する情報ついて 
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問２０ あなたの配偶者は、あて名のお子さんの子育てについての悩みや相談をきいてくれますか。 

（○は 1 つ） 

 

１．よくきいてくれる ３．あまりきいてくれない ５．配偶者はいない 

２．まあきいてくれる ４．まったくきいてくれない 
 
 

問２１ あなたには子育てについて、身近に配偶者や親族以外で気軽に相談できる人はいますか。 

（○は 1 つ） 

 

１．たくさんいる ３．あまりいない 

２．少しはいる ４．まったくいない 
 
 

問２２ あなたが子育てに関して、悩んでいることや気になることはありますか。（○は３つまで） 
 

１．子どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない 

２．子どものしつけや教育に自信がもてない 

３．子どものしつけや教育についての相談相手がいない 

４．配偶者があまり協力してくれない 

５．子どもが勉強しない 

６．子どもの進学や受験、又は就職のこと 

７．子どもが反抗的で、なかなか言うことをきかない 

８．子どもの生活態度が消極的である 

９．子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること 

10．不登校などの問題について 

11．子どもの身体の発育や病気のこと 

12．子どもの非行や問題行動 

13．子育てで出費がかさむこと 

14．その他（具体的に：                             ） 

15．特にない 

 

 

問２３ あなたが子育てについて不安に思ったり、困ったりすることやわからないことがある場合、だ

れ（どこ）に相談されますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

１．配偶者・パートナー            10．警察署・交番 

２．その他の親族（親、きょうだいなど）    11．民生委員・児童委員、主任児童委員 

３．友人                   12．こども総合相談センター（えがお館） 

４．隣近所の人、地域の知人          13．民間の電話相談 

５．職場の人                 14．インターネットや育児書で解決策を探す  

６．学校等の保護者仲間            15．その他（具体的に：          ） 

７．学校の先生                16．相談相手がいない  

８．区保健福祉センター（保健所、福祉事務所） 17．相談することがない 

９．病院 

 
 
 

 

 

子育てに関する悩みや相談ついて 
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問２４ あなたは、あて名のお子さんについての子育てが楽しいですか。（○は 1 つ） 

 

１．大変楽しい            ３．つらいと感じることが多い 

２．楽しいことが多い         ４．とてもつらい 
 
 

問２５ 父親と母親の１週間の家事・子育ての時間はどれくらいですか。 

１週間の時間を合計して枠内にご記入ください。 
 
【父親】 

 ・家事時間     時間    分／週  ・子育ての時間     時間     分／週 

 

【母親】 

・家事時間     時間    分／週  ・子育ての時間     時間     分／週 

 

  ※子育ての時間とは、子どもの身の回りの世話や遊び相手、勉強をみてあげることなど、子どもと一

緒に過ごす時間をいいます。 

 
問２６ あなたのご家庭では、父親はどの程度子育てをしていますか。（○は 1 つ） 

⇒該当しない場合は問２７へ 
 

１．十分やっている              ３．かなり不足している 

２．十分とはいえないが、まあやっている    ４．全くやっていない 

 

問２７ あなたの生活の中で「仕事時間」と「家事（子育て）時間」の優先度はどうですか。 

 （希望と現実それぞれについて，○は 1 つ） 

 

【希望】 

   １．仕事時間を優先           ３．仕事と家事（子育て）を両立 

   ２．家事（子育て）時間を優先 

 

 

【現実】 

   １．仕事時間を優先           ３．仕事と家事（子育て）を両立 

２．家事（子育て）時間を優先 
 
 

問２８ あなたは、あて名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間が 1 日にどの

くらいありますか。食事時間を含みます。（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 

【平日】 

 １． ほとんどない  ２． 30 分程度  ３． １～２時間程度  ４．３～4 時間程度  

5．５～６時間程度  ６．７時間以上                         

 

【休日】 

 １． ほとんどない  ２． 30 分程度  ３． １～２時間程度  ４．３～4 時間程度  

5．５～６時間程度  ６．７時間以上   

 

 

 

 

 

子育てについて 
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問２９ あなたは、ご自分があて名のお子さんと一緒に過ごしている時間は十分だと思いますか。 

（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 

 

 【平日】 

１．十分  ２．まあ十分  ３．やや不足している  ４．まったく不足している             

【休日】 

１．十分  ２．まあ十分  ３．やや不足している  ４．まったく不足している 

  

問３０ あなたは、あて名のお子さんとの関係についてどのように感じていますか。（○は１つ）  

１．うまくいっている。 

２．だいたいうまくいっている。 

３．あまりうまくいっていない。 

４．うまくいっていない。 

 

問３１ あなたは、あて名のお子さんの家庭での役割（手伝い）を決めていますか。（○は１つ）  

 

１．役割を決めて、子どもは手伝いをしている。 

２．役割を決めているが、子どもは手伝いをしていない。  

３．役割を決めていないが、子どもは手伝いをしている。 

４．役割を決めておらず、子どもも手伝いをしていない。 

  

問３２ お子さんに対する、あなたの日ごろのしつけ（態度）はどのようですか。 

（（１）～（７）について、それぞれ○は１つずつ） 

 い
つ
も
そ

う
で
あ
る 

と
き
ど
き

そ
う
で
あ

る そ
う
い
う

こ
と
は
な

い 

（１）子どもが何かやっているとすぐ手伝ってしまう方だ １ ２ ３ 

（２）子どもについて何でもすぐに口を出す方だ １ ２ ３ 

（３）子どもにあまりかまってやれない方だ １ ２ ３ 

（４）時と場合によっては、子どもに言うことが違うことがある １ ２ ３ 

（５）だいたい子どもの言いなりになっている方だ １ ２ ３ 

（６）体罰をすることがある １ ２ ３ 

（７）子どものことを分かっている方だ １ ２ ３ 

 

問３３ あなたは、あて名のお子さんが次のようなことをした場合、しかったり、注意したりしますか。

（（１）～（１０）について、それぞれ○は１つずつ） 
 強

く
し
か

っ
た
り
注

意
し
た
り

す
る
だ
ろ

う し
か
っ
た

り
注
意
し

た
り
す
る

だ
ろ
う 

し
か
ら
な

か
っ
た
り

注
意
し
な

か
た
り
だ

ろ
う 

（１）食べ物の好き嫌いをしたときは １ ２ ３ 

（２）衣服や道具の後始末をしなかったときは １ ２ ３ 

（３）よくない言葉づかいや態度をとったときは １ ２ ３ 

（４）お金のむだづかいをしたときは １ ２ ３ 

（５）異性の友だちとつき合ったときは １ ２ ３ 

（６）無断で外泊したときは １ ２ ３ 

（７）学校の成績が下がったときは １ ２ ３ 

（８）交通ルールを守らなかったときは １ ２ ３ 

（９）タバコを吸ったときは １ ２ ３ 

（10）お酒を飲んだときは １ ２ ３ 
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問３４ あなたは、あて名のお子さんに対して、将来のためにどんな生活態度を期待しますか。 

（○は３つまで）  

 

１． 学校の成績がいいこと             ９．経済的に自立すること 

２． 丈夫に育ち、健康でいること         １０．経済的に豊かなくらしをすること 

３． 自分の意見をきちんと言えること      １１．家族やまわりの人たちと明るく円満に 

４． 感性が豊なこと                  暮らすこと  

５． 思いやりがあること             １２．社会に貢献すること 

６． 趣味･ライフワークをもつこと        １３．社会的に地位を得ること          

７． 有名企業に就職すること          １４．その他（具体的に        ）   

８． 本人の才能や個性を生かした仕事をすること １５．何も期待しない  
 
 

  

 

 

問３５ あて名のお子さんの朝食のとり方はどうですか。（○は１つ） 
 

１．毎日食べる           ３．週に１～２回しか食べない 

２．週に３～４回食べる       ４．ほとんど食べない 

 

問３６ １週間のうち、夕食を家族そろってとる回数は何回ですか。（○は１つ） 
 

１．毎日一緒に食べる           ３．週に１～２回しか一緒に食べない 

２．週に３～４回は一緒に食べる      ４．ほとんど一緒に食べない 

 
問３７ ふつう、あて名のお子さんが寝る時間と起きる時間は何時頃ですか。（枠内に数字を記入） 

 

寝る時間         時頃     起きる時間        時頃 
 
 
問３８ 平日の放課後、あて名のお子さんは、主にどのように過ごされていますか。 

（時間帯ごとに、最も多いものを１つずつ選び、下の表に番号を記入。） 

放課後～17 時 17～18 時 18～19 時 19 時以降 

    

            《 時間帯ごとに番号を記入してください。 》 

 

１．学校にいる 

２．留守家庭子ども会で過ごす 

３．保護者や祖父母など家族・親族（大人）と過ごす 

４．家で兄弟姉妹や友だちなど、子どもだけで過ごす 

５．家でひとりで過ごす 

６．友だちの家にいる 

７．公園などで友だちと遊んでいる 

８．公民館や図書館など公共の施設にいる →（施設名：         ） 

９．クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動）をする 

10．学習塾や習い事に行っている 

11．その他(具体的に：                              ) 

 

 

 

 

 

お子さんの日頃の生活について 
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問３９ あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、外で遊びますか。 

（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 

 

【平日】 

１．外で遊ばない ５．２時間以上～３時間未満 

２．３０分未満 ６．３時間以上～４時間未満 

３．３０分以上～１時間未満 ７．４時間以上～５時間未満 

４．１時間以上～２時間未満 ８．５時間以上 

 

【休日】 

１．外で遊ばない ５．２時間以上～３時間未満 

２．３０分未満 ６．３時間以上～４時間未満 

３．３０分以上～１時間未満 ７．４時間以上～５時間未満 

４．１時間以上～２時間未満 ８．５時間以上 

 
問４０ あて名のお子さんは、平均すると１日どれくらいの時間、テレビやＤＶＤを見ていますか。 

ゲームをしている時間も含みます。（平日・休日それぞれに○は１つずつ） 
 

【平日】 

１．見ていない           ５．３時間以上～４時間未満 

２．１時間未満           ６．４時間以上～５時間未満  

３．１時間以上～２時間未満     ７．５時間以上  

４．２時間以上～３時間未満      

 

【休日】 

１．見ていない           ５．３時間以上～４時間未満 

２．１時間未満           ６．４時間以上～５時間未満  

３．１時間以上～２時間未満     ７．５時間以上  

４．２時間以上～３時間未満      

 

問４１ あて名のお子さんは、携帯電話やスマートフォン、タブレットなどの通信端末を持っています

か。 
 

１．はい              ２．いいえ 

 

問４２ あて名のお子さんは、ご家庭でパソコンや携帯電話、タブレットなどでインターネットを使っ

ていますか。 
 

１．はい              ２．いいえ 

 
 
 
  
 
問４３ 過去１年間にあて名のお子さんとともに利用した公共施設はどこですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

１．公民館                 ７．美術館・博物館 

２．市民センター             ８．少年科学文化会館          

３．総合図書館・各区の市民図書館     ９．中央児童会館              

４．市民体育館・各区体育館・市民プール １０．その他（具体的に       ） 

５．小中学校の校庭・体育館       １１．利用していない 

６．動植物園など野外施設 

   

遊び場や地域の子育て環境ついて 
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問４４ あて名のお子さんが遊ぶ場所として、近所にあったらよいと思うものは何ですか。 

（○は２つまで） 

 

１．かくれんぼや冒険遊びができる、原っぱや空き地  

２．木登りやどろんこ遊びができる場所 

３．ブランコやすべり台などの遊具のある公園 

４．野球やサッカーのできる場所 

５．自然が残され、虫や鳥がいる場所 

６．雨の日でも自由に遊べる場所 

７．絵を描いたり、工作、劇など家ではできないことができる場所 

８．その他（具体的に                      ）  
 
 

問４５ お住まいの地域の子育て環境で不満なことは何ですか。（○は３つまで） 

 

１．子どもにとって有害なものがあるなど、周りの生活環境が悪い  

２．通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い 

３．暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと 

４．公園や緑が少なく、安心して遊べる所が少ない 

５．大声を出したり、ボールやバットを使って自由に安心して遊べる場所が少ない 

６．学校が遠くて通学に不便 

７．昼間にあまり大人がいない 

８．近所に子どもが少ない 

９．地域に住民が集まるような場所がない 

10．隣近所とのつきあいがない  

11．その他（具体的に： ） 

12．特に不満はない  
 
 

問４６ あなたは、近所づきあいをどの程度していますか。（○は１つ） 

 

１．毎日でもお互いの家を行き来する  

２．ときどき家を訪問する  

３．会えば、世間話をする  

４．会えば、あいさつをする程度  

５．つきあいはない  
 
 

問４７ あなたは、家のまわりの共同清掃作業や地域のスポーツ・レクリエーション活動等に参加して

いますか。（○は１つ） 

 

１． いつも参加している 

２． ときどき参加している 

３． あまり参加していない 

４． 参加したことはない  
 
問４８ あなたがお住まいの地域では、地域の人々が協力しあって、よりよい地域をつくっていくよう

な雰囲気がどのくらいありますか。（○は１つ） 

 

１． かなりある 

２． 少しはある 

３． あまりない 

４． まったくない 

５． 分からない 
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問４８で「３」か「４」を選んだ方にうかがいます。 

問４８-1 地域の人々が協力しあう雰囲気がないのは、なぜだと思いますか。（○は２つまで） 

 

１． 協力しあうきっかけやチャンスがないから 

２． 住民どうしの日常的なつながりがないから 

３． 住民の意識が協力しあう雰囲気ではないから 

４． 住民組織の役員やリーダーに地域の協力をつくりだすような意識がないから 

５． 地域の住民組織が確立されていないから 

６．その他（具体的に                           ） 

 

問４９ あなたは隣近所などの地域の人々とのつきあいを、今後どうしたいと思いますか。（○は１つ） 

 

１． もっとつきあいを深めたい 

２． 今程度のつきあいを続けたい 

３． できれば今よりつきあいを少なくしたい 

４． つきあいをまったくなくしたい 

５． その他（具体的に                    ） 

 

問５０ 「最近の子どもには、生活体験や自然体験など『体験』が不足している」という見方がありま

すが、あなたはこのような見方についてどう思いますか。（○は１つ） 

 

１． そう思う 

２． ある程度そう思う 

３． あまりそうは思わない 

４． そうは思わない 

 

 

問５０で「１」か「２」を選んだ方にうかがいます。 

問５０－１ 特にどのような「体験」が不足していると思いますか。（○は３つまで） 

 

１．ナイフを使って鉛筆を削るなど、道具を使う 

２．料理を作ったり、食事の後片付けをしたりする 

３．子どもどうしで、遊びやスポーツなどの活動をする 

４．大人とともに、地域の行事や催しものに参加し、活動する 

５．お年寄りから、日本の伝統的な工芸、芸術（竹細工、折紙など）や遊び 

（石けり、お手玉など）を習う 

６．自然の中でキャンプをするなど、自給自足的な生活をする 

７．野山や公園などで、草花などの植物を鑑賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする 

８．地域社会におけるボランティア活動に参加する 

９．商店や工場などで職場体験をする 

１０．外国人との交流活動を行う 

１１．その他（具体的に                       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問 50-1 へ 
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問５１ あなたが、ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数は何人ですか。 

（枠内に数字を記入） 

ほしいと思っている子どもの数 実際に予定している子どもの数 

 

人        

 

 

          人 

 

問５１で、ほしいと思っている子どもの数よりも実際に予定している子どもの数が少ない方に 

うかがいます。 

問５１－１ その理由は何ですか。（○は２つまで） 
 

１．育児の身体的な負担が大きいから 

２．育児の精神的な負担が大きいから 

３．配偶者やパートナーが家事や育児にあまり協力してくれないから 

４．年齢的な理由で無理だから 

５．健康上の理由で無理だから 

６．自分自身のやりたいことができなくなるから 

７．住まいが狭いから 

８．子どもを育てるのにお金がかかるから 

９．仕事ができない・続けにくいから 

10．教育に不安があるから 

11．社会がどうなるかわからず、子どもの将来が不安だから 

12．十分な愛情をかけてあげたいから 

13．その他（具体的に： ） 

14．特に理由はない 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほしいと思っている子どもの数について 
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問５２ あなたは、どのような子育て支援の充実を図ってほしいと期待していますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

１．子どもや親子が安心して集まり、遊びや情報交換ができる場を作ってほしい 

２．子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機会がほしい 

３．子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を作ってほしい 

４．専業主婦など誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい 

５．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

６．多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住宅面の配慮がほしい 

７．残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

８．子育ての楽しさや大切さを広く世の中に知らせてほしい  

９．子育てについて学べる機会を作ってほしい 

10．その他（具体的に： ） 

11．特にない 
 

 

 

最後に、福岡市の子ども施策に関する取り組みについて、ご意見等がありましたら、 

自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて、切手は貼らずに投函してください。 

行政へのご意見について 



福岡市青少年の意識と行動調査 

（中学生・高校生等） 

 

日ごろより福岡市政にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、福岡市では子ども・若者の育成や体験活動の場の充実などの取組を推進していくため、

青少年の意識や生活実態などを把握する本調査を実施することといたしました。 

この調査は、住民基本台帳の中から無作為に抽出させていただいた中学生・高校生年代の方に

ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、福岡市や国・県の子ども・子育て

支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、他の目的に利用することは一切ございま

せん。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すようお願い申し上げます。 

なお、この調査は西日本新聞社に委託し、実施しております。      平成 2５年１０月 

 福  岡  市 

 

 

［ 調 査 票 の 記 入 に つ い て ］  

◇ あなた自身の気持ちで書いてください。 

◇ この調査票は，あなたが初めから終わりまで通して回答してください｡ 

◇ あなたは，住民基本台帳から無作為で選ばれました。対象者として選ばれたことには，特別

の理由はありません。 

  ◇ 調査票には，あなたの氏名を記入する必要はありません。 

 ◇ 回答の記入は，なるべく黒または青のボールペンや鉛筆を使ってください。 

◇ 答えが「いくつでも」という場合は，いくつ○をつけてもかまいません。また，例えば

答えが「３つまで」と書いてある場合は，○は１つでも２つでもかまいません。 

◇ 記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、１１月８日（金）までにご投函ください。 

返信用封筒に切手は不要です。 

◇ この調査についてご不明な点がありましたら，下記までお問い合わせください。 

 

問合せ先：調査票に関すること 

  ㈱西日本新聞社お客様センター調査・マーケティンググループ 

  電話：７１１－５５２４ ＦＡＸ：７１１－９７５７ 

福岡市の子ども行政・福岡市子ども総合計画に関すること 

         福岡市こども未来局こども部総務企画課 

電話：７１１－４１７０ ＦＡＸ：７３３－５５３４ 

 

 

平成 25 年 9 月 26 日現在 

の事務局案です。 
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問１ あなたの性別を選んでください。（○は１つ） 

１．男  性 ２．女  性 

 

問２ 兄弟・姉妹の人数をご記入ください。（○はいくつでも。人数も記入） 

 

１．兄（   ）人   ３．弟（  ）人   ５．いない（自分１人） 

２．姉（    ）人   ４．妹（   ）人 

 

問３ 同居している家族について選んでください。（○はいくつでも） 

１．父親 ４．祖父・祖母 

２．母親 ５．おじ・おば 

３．兄弟・姉妹 ６．その他（具体的に            ） 

 

問４ あなたの学年を選んでください。（○は１つ） 

１．中学１年生    ５．高校２年生        ８．仕事をしている 

２．中学２年生    ６．高校３年生        ９．無  職  

３．中学３年生    ７．専修学校，各種学校など  10．その他 

４．高校１年生         （具体的に           ） 

 

問５ あなたの住んでいる区を選んでください。（○は１つ） 

１．東 区    ３．中央区    ５．城南区    ７．西 区 

２．博多区    ４．南 区    ６．早良区 

 
問６ あなたは，地域の中で何か所属しているものがありますか。（○はいくつでも） 

１．子ども会 

２．地域にあるサッカー，野球，テニス，バレーボールなどのスポーツクラブ 

３．環境美化や福祉などのボランティアグループ 

４．ボーイスカウト・ガールスカウトなどの青少年団体 

５．その他（具体的に                                                           ） 

６．グループや団体には所属していない 

 

あなたのことについて 
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問７ あなたは，ふだん何時ごろに寝て，何時ごろに起きますか。枠内に数字を記入してください。 

  （時間は２４時間制で記入してください。例：午後１０時→２２時） 

 寝る時刻      時ごろ     起きる時刻      時ごろ 

 

問８ あなたの最近の体の調子で、あてはまるものがあれば、いくつでも選んでください。 

 １．かぜをひきやすい  ７．太りすぎ 

 ２．胃腸の調子がよくない  ８．夜眠れない 

 ３．どうき、息切れなどがする ９．体がだるい 

 ４．目がすぐ疲れたり、耳鳴り・目まい 10．アレルギー症状がある 

 がしたりする    11．なんとなく気分がすぐれない 

５．頭が重い、痛い  12．その他（具体的に             ） 

 ６．肩や腰がこる、痛む  13．とくに何ともない 

 

問９ あなたは次のようなことを，どの程度自分でしていますか。（ア）から（エ）のそれぞれに

ついて，１つずつ選んでください。 

 

 

 

い
つ
も
し
て
い
る 

と
き
ど
き
し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

（ア）親に頼らず，朝一人で起きる １ ２ ３ 

（イ）自分のベッドを整える，または布団の上げ下げをする １ ２ ３ 

（ウ）自分の机の上や部屋の掃除をする １ ２ ３ 

（エ）家事の手伝い １ ２ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふだんのことについて
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問 10 あなたの勉強，テレビ，遊びなどの時間は，平日で１日当たり平均してどのくらいですか。

（ア）から（ケ）についてそれぞれ１つずつ選んでください。 

 

 

 

 

 

な 
 

し 

３
０
分
以
内 

１
時
間
ぐ
ら
い 

２
時
間
ぐ
ら
い 

３
時
間
ぐ
ら
い 

４
時
間
ぐ
ら
い 

５
時
間
以
上 

（ア）学校での部活動の時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（イ）家庭での勉強時間  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（ウ）学習塾の時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（エ）学校以外のクラブ活動，けいこごとの時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（オ）テレビ・ビデーを見る時間   １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（カ）ゲームをする時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（キ）携帯電話・スマートフォンやパソコン 

を使う時間 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（ク）読書をする時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（ケ）趣味や遊びの時間（上記以外） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

 

 

問１１ あなたは，学校が休みの日は主にどのように過ごすことが多いですか。（○は３つまで） 

１．テレビ・ビデオを見たり，ＣＤなどで音楽を楽しむ 

２．ゲームをする 

３．本や雑誌を読む 

４．買物に行く 

５．ピアノ，ギターなど楽器を演奏する  

６．携帯電話・スマートフォンやパソコンでインターネットやメール、 

ＳＮＳ（フェイスブック、津イッターなど）をする 

７．家族で団らんする 

８．自宅で勉強をする 

９．塾に行く 

10．カラオケボックスへ行く 

11. ゲームセンターへ行く 

12．ボランティア活動や地域での活動をする  

13．友だちと会う  

14．部活動やけいこごとをする 

15．公園や海，川，野原，空地などで遊ぶ 

16．ハイキング，鉄道，ドライブなどの小旅行を楽しむ 

17．なんとなく過ごす  

18．その他（具体的に                                           ） 
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問１２ あなたは日ごろ，放課後や学校が休みの日には，だれといっしょに過ごすことが一番多い

ですか。それぞれ主なものを２つまで選んで，下の欄の  の中に番号を記入してください。 

１．家族 ６．異性の友だち 

２．学校の友だち ７．メールや携帯電話で知り合った友だち 

３．塾やけいこごとの友だち ８．その他（具体的に            ） 

４．近所の友だちや幼なじみ ９．ひとりだけで過ごすことが多い 

５．ゲームセンターなどの遊び友だち 

  

・放課後は                  ・休みの日は 

 

問１３ あなたが居心地のいい場所はどこですか。（○は２つまで） 

１．自分の家 ８．ゲームセンター 

２．友だちの家 ９．カラオケボックス 

３．学校 10．本屋，ＤＶＤ･ＣＤショップ 

４．学習塾 11．天神や博多駅など人の集まるところ 

５．部活動の場所，けいこごとの場所 12．公共施設（図書館,体育館,美術館など） 

６．公園 13．その他（具体的に          ）  

７．ファーストフード店や 14．ない 

コンビニエンスストア    

 

問１3-1 問１３の選択肢以外で，あればいいなと思う場所はどんな場所ですか。自由に記入して

ください。 

 

 

問１４ あなたが過去１年間に，学校の授業や部活動以外で利用したことがある公共施設はどこで

すか。（○はいくつでも） 

１．総合図書館，各区の市民図書館 

２．市民体育館，各区体育館・市民プールなどスポーツ施設 

３．小中学校の校庭，体育館 

４．美術館，博物館 

５．市民センター 

６．少年科学文化会館 

７．中央児童会館 

８．公民館 

９．パピオビールームや大橋音楽練習場など，音楽演劇練習場 

10．動植物園などの野外施設 

11．その他（具体的に                   ） 

12. 利用していない 

 

具体的に 
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問１4-1 （問１４で１．～11．のいずれかを選んでだ人にうかがいます。） 

そのうち最も利用している施設について番号を記入し，その利用頻度について１～５に

○を付けてください。 

     ●最も利用している施設 
                     ※問１４の選択肢１～11 のいずれかの番号を記入 

     ●利用頻度 

１．ほとんど毎日 ４．月１，２回 

２．週２，３回 ５．年数回 

３．週１回程度 

 
  

                     
問１５ あなたと友だちとのつきあいの中で，次のようなことがありますか。（○はいくつでも） 

１．友だちに好きな異性のことを話す 

２．友だちに家や親に対する不満を話す 

３．友だちと将来のことについて真剣に話し合う 

４．お金や大切にしているものを友だちと貸したり借りたりする 

５．友だちと本気でけんかする 

６．気の合わない人とのつきあいをできるだけ避ける 

７．友だちが悪いことをしたら注意する 

８．友だちといるよりも一人でいる方が気持ちが落ち着く 

９．広く浅くつきあうよりも，一人の友だちとの深いつきあいを大切にする 

10．友だちといっしょにいるときでも別々のことをしていることが多い 

11．友だちとはなるべく言いあったり争ったりしたくないと思う 

12．失敗は友だちとお互いにかばいあう 

 

 

問１６ 人の暮らし方について，いろいろな考え方がありますが，あなたはどういう暮ら

し方をしたいと思いますか。（○は２つまで） 

１．家族と仲よくする ６．知識や教養を身につけ精神的に豊かな生活 

２．くよくよしないでのんびり暮らす   をおくる 

３．自分の仕事や勉強などに打ち込む ７．経済的に豊かな生活をおくる 

４．社会や国のためにつくす ８．自分の可能性をためす 

５．自分の趣味にあった暮らし方をする ９．人々に認められ有名になる 

 10．その他（具体的に               ） 

 

問１７ あなたは将来の目標がありますか。（○は１つ） 

１．はっきりある ３．まだない 

２．だいたいある ４．考えたことがない 

友だちについて

あなたが日ごろ考えていることについて 
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問１８ 将来，あなたがつきたいと思う仕事は次のどれですか。（○は３つまで） 

１．自分の趣味や能力（専門知識や特技）が生かせる仕事  

２．仲間と楽しく働ける仕事 

３．働く時間が短い仕事 

４．休みがきちんと取れる仕事   

５．収入や雇用が安定している仕事    

６．高い収入が得られる仕事  

７．仕事と家庭生活やプライベートが両立できる仕事   

８．責任者として人を動かしたりできる仕事 

９．独立して（人に使われずに）やれる仕事 

10．世の中のためになるような仕事 

11．世間の人気を集めるような仕事 

12．その他（具体的に               ） 

13．特定の会社に就職するつもりはない（アルバイト，フリーターなど） 

 

問１９ あなたは，将来結婚したいですか。（○は１つ） 

１．結婚したい      ２．結婚したくない      ３．今はわからない 

 
問２０ あなたは，将来子どもを持ちたいですか。（○は１つ） 

１．子どもを持ちたい   ２．子どもを持ちたくない   ３．今はわからない 

 
問２０-１ （問２０で１．を選んだ人にうかがいます。） 

あなたは，何人くらい子どもを持ちたいと思いますか。（○は１つ） 

１．１人 ４．４人   

２．２人 ５．５人以上 

３．３人 ６．わからない 

 
問２１ あなたは日ごろ，次の（ア）から（オ）のような気持ち（無気力感や気分の減退）になるこ

とがどのくらいありますか。それぞれについて，あてはまるものを１つずつ選んでください。 

 

 

 
よ
く
あ
る 

と
き
ど
き

あ
る 

あ
ま
り
な

い ま
っ
た
く

な
い 

（ア）何となく不安である １ ２ ３ ４ 

（イ）何もやる気がしない １ ２ ３ ４ 

（ウ）とりのこされたような気になる １ ２ ３ ４ 

（エ）学校での競争に疲れを感じる １ ２ ３ ４ 

（オ）一人きりが一番楽だ １ ２ ３ ４ 

問２２ あなたには現在，悩みや心配ごとはありますか。（○はいくつでも） 
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１．受験や成績のこと 10．健康のこと 

２．就職のこと 11．性のこと 

３．自分の将来のこと 12．外見やスタイルのこと 

４．家庭・家族のこと 13．政治や社会のこと 

５．友人や仲間のこと 14．学校生活のこと 

６．異性のこと 15．体罰のこと 

７．おこづかいのこと 16．いじめのこと 

８．遊びのこと 17．その他（具体的に                ） 

９．性格のこと 18．とくに悩みや心配ごとはない 

 

問２３ あなたは悩みや心配ごとをだれ（何）に相談しますか。（○はいくつでも） 

１．父  親 ７．学校や塾の先生 

２．母  親 ８．電話相談など（具体的に               ） 

３．兄弟・姉妹 ９．その他（具体的に                  ） 

４．祖父母・親類 10．誰にも相談しない 

５．学校の先輩 11．相談する場所がわからない 

６．学校や近所の友だち 

 

問２４ 次にあげる行動のうち，あなたの友だち（同じ学年）がした場合，そんなに悪いことだと

は思わないものがありますか。（○はいくつでも） 

１．たばこを吸う 

２．酒を飲む 

３．シンナー，麻薬，覚醒剤を試してみる  

４．パチンコをする 

５．つかみ合いのケンカをする 

６．無断で学校を休む 

７．同級生などをいじめたり，相手を傷つけたりするようことを言う 

８．カンニングをする  

９．人の自転車を無断で借りる 

10．無断で外泊する 

11．夜の１０時より遅く，夜遊びをする 

12．アダルト系のサイトや雑誌などを見る 

13．出会い系サイトやツーショットダイヤルなどを利用する 

14．援助交際をする 

15．1,000 円札を拾った時，警察に届けない 

16．メールで悪口や嫌がらせをすること 

17．メールやゲームサイトなどで知り合った異性と交際すること 

18．１～17 のどれも悪いことだ 

 

 



- 8 - 

 
 
問２５ あなたは，今の自分の家庭での生活にどのくらい満足していますか。（○は１つ） 

１．満足している ３．少し不満である 

２．まあ満足している ４．不満である 

 

問２６ あなたはお父さんと話をする方ですか，それともあまり話さない方ですか。（○は１つ） 

    【該当しない場合は回答不要です。】 

１．よく話をする 

２．ある程度話をする 

３．あまり話をしない 

４．まったく話をしない 

５．いっしょに生活していない 

   

問２６-1 （問２６で３．または４．を選んだ人にうかがいます。) 

では，お父さんと話をしないのはどうしてですか。（○はいくつでも） 

１．わかってもらえないから ５．話すことがないから 

２．頼りにならないから ６．お父さんが忙しいから 

３．すぐおこるから ７．自分が忙しいから 

４．うるさがるから ８．その他（具体的に                    ） 

 

問２７ あなたはお母さんと話をする方ですか，それともあまり話さない方ですか。（○は１つ） 

【該当しない場合は回答不要です。】 

１．よく話をする 

２．ある程度話をする 

３．あまり話をしない 

４．まったく話をしない 

５．いっしょに生活していない 

 

問２７-１ （問２７で３．または４．を選んだ人にうかがいます。) 

お母さんと話をしないのはどうしてですか。（○はいくつでも） 

１．わかってもらえないから ５．話すことがないから 

２．頼りにならないから ６．お母さんが忙しいから 

３．すぐおこるから ７．自分が忙しいから 

４．うるさがるから ８．その他（具体的に             ） 

 
 

家族や家庭について
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問２８ あなたは，ふだんだれといっしょに食事をしていますか。平日，休日の（ア）朝食，（イ）

夕食のそれぞれについて，あてはまるものをいくつでも選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
問２８-1 （問２８（ア）朝食で６.を選んだ人にうかがいます。） 

朝食を食べない理由は何ですか。 

（平日，休日それぞれ１つだけ選び，  に番号を記入） 

１．時間がない  ５．習慣 

２．食べるより寝ていたい  ６．ダイエット 

３．食欲がない  ７．その他（具体的に         ） 

４．食べる物がない 

 

・平日は                ・休日は 

 

問２９ あなたにとって家庭とは，どんなものですか。（○は２つまで） 

１．基本的な生活や生き方を学ぶ場 

２．家族がお互いに助け合い協力しあう場 

３．心身の休養や安らぎの場 

４．自分の好きなことをして楽しむ場 

５．ただ，食事をし，寝るための場 

６．その他（具体的に                                       ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん

き
ょ

う
だ
い

そ
の
他

ひ
と
り
で

食
べ
な
い

平日は １ ２ ３ ４ ５ ６

休日は １ ２ ３ ４ ５ ６

平日は １ ２ ３ ４ ５ ６

休日は １ ２ ３ ４ ５ ６

（ア）朝　食

（イ）夕　食

問27-1へ



- 10 - 

問３０ あなたに対するお父さんやお母さんの日ごろのしつけの態度についてうかがいます。次の

（ア）から（キ）について，お父さんの場合，お母さんの場合，それぞれあてはまるものを１

つずつ選んでください。 【該当しない場合は，回答不要です。】 

お父さんは お母さんは  

 

 

 

 

い
つ
も 

そ
う
で
あ
る 

と
き
ど
き 

そ
う
で
あ
る 

そ
う
い
う
こ
と 

は
な
い 

い
つ
も 

そ
う
で
あ
る 

と
き
ど
き 

そ
う
で
あ
る 

そ
う
い
う
こ
と 

は
な
い 

（ア）あなたが何かやっているとすぐ手伝って

しまう方だ 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

（イ）あなたについて何にでもすぐ口を出す方だ １ ２ ３ １ ２ ３ 

（ウ）あなたにあまりかまってくれない方だ １ ２ ３ １ ２ ３ 

（エ）時と場合によってはあなたに言うことが

違うことがある 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

（オ）だいたいあなたの言いなりになっている

方だ 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

（カ）体罰を受けることがある １ ２ ３ １ ２ ３ 

（キ）あなたのことをわかってくれている方だ １ ２ ３ １ ２ ３ 

 

 

 
問３１ あなたの地域での行動についておたずねします。次の（ア）から（キ）の活動に

ついて，今までの参加経験と今後の参加意向をそれぞれ１つずつ選んでください。 
今までの参加

経験の有無 
今後の参加意向 

 

 

経
験
あ
り 

経
験
な
し 

積
極
的
に
参
加

し
た
い 

友
だ
ち
が
参
加

す
れ
ば
参
加
し

た
い 

参
加
す
る
つ
も

り
は
な
い 

（ア）子ども会や公民館などでの活動 １ ２ １ ２ ３ 

（イ）体育・スポーツ大会や盆踊り大会などのお祭り １ ２ １ ２ ３ 

（ウ）地域の環境美化や資源物回収（リサイクル）に

関する活動 
１ ２ １ ２ ３ 

（エ）高齢者や障がい者のための福祉に関する活動 １ ２ １ ２ ３ 

（オ）外国人との交流や国際協力に関する活動 １ ２ １ ２ ３ 

（カ）募金活動やチャリティーバザーなどの活動 １ ２ １ ２ ３ 

（キ）災害支援のための活動 １ ２ １ ２ ３ 

地域での活動やボランティア活動について 
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問３２ あなたには，次のようなことをする「近所の大人」はいますか。（ア）から（オ）のそれ

ぞれについて，１つずつ選んでください。 

 
 

た
く
さ

ん
い
る 

少
し
い

る い
な
い 

（ア）会えばあいさつをする １ ２ ３ 

（イ）会えば立ち話をする １ ２ ３ 

（ウ）いっしょにスポーツをしたり，活動したりする １ ２ ３ 

（エ）悩みごとを相談する １ ２ ３ 

（オ）悪いことをしたとき注意する，しかる １ ２ ３ 

 
 
 
問３３ あなたは携帯電話やスマートフォンやパソコンを持っていますか。（○は１つ） 

１．持っている ２．持っていない 

 

問 33-1 （問３３で１．を選んだ人にうかがいます。） 

携帯電話やスマートフォンやパソコンなどをどのような目的で使うことが多いですか。 

（○は３つまで） 

１．家族とメールやＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）、通話をする  

２．友だちとメールやＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）、通話をする 

３．ゲームをする 

４．音楽を聴く 

５．インターネットをする 

６．写真を撮る 

７．日記や手帳などメモとして 

８．ワンセグでテレビを見る 

９．その他(具体的に                  ) 

 

問３４ あなたはインターネットを主にどのような目的で使用することが多いですか。 

（○は３つまで） 

１．勉強・授業・進路（就職情報，進学情報）のことを調べる 

２．趣味・遊びに関することを調べる 

３．ネットショッピングをする 

４．ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）や 

ブログ・掲示板などを読んだり書き込んだりする 

５．その他(具体的に                              ) 

 

携帯電話やインターネットの使用状況について 
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問３５ あなたは，将来どのようになりたい、どんなことをしたいと思いますか。また，そのため

に、福岡市にどんなことをして欲しいと思いますか。自由に記入してください。 

・将来どのようになりたいか、将来どんなことをしたいか 

 

 

 

 

 

 

・そのために福岡市にどんなことをして欲しいか 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れ，切手は貼らずに投函してください。 

 
 
 



 

福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
 

（中学生・高校生等の保護者の方） 
 
 

 
日ごろより福岡市政にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、福岡市では「新・福岡市子ども総合計画」（平成２２～２６年度）に基づき子ども施策を

推進しておりますが、平成２７年度にスタートする第４次福岡市子ども総合計画を策定するにあた

り、市民の皆様の子育て環境や意識、ご意見などを把握するために、本調査を実施することといた

しました。 

この調査は、住民基本台帳の中から無作為に抽出させていただいた中学生・高校生等のお子さん

を持つ保護者の方にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、福岡市や国・県

の子ども・子育て支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、他の目的に利用すること

は一切ございません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

なお、この調査は西日本新聞社に委託し、実施しております。       平成 2５年１０月 

 福  岡  市 

 

 

ご記入に際してのお願い 

（１）アンケート調査票は、保護者の方が記入してください。 

（２）アンケートは、封筒のあて名のお子さんについてお答え下さい。 

（３）回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があ 

ります。 

なお、質問によっては複数回答をお願いするものがあります。 

（４）回答が「その他」にあてはまる場合は、その番号を○で囲み、（ ）内になるべく具体的 

にその内容を記入してください。 

（５）時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制(例：午後１時→13時)で記入してくだ 

さい。 

（６）記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、１１月８日（金）までにご投函くださ

い。 

返信用封筒に切手は不要です。 

（７）記入者の住所、氏名は調査票、返信用封筒ともにお書きにならなくて結構です。 

（８）このアンケートに関するご質問は下記までご連絡下さい。 

 

問合せ先：調査票に関すること 

    ㈱西日本新聞社お客様センター調査・マーケティンググループ 

    電話：７１１－５５２４ ＦＡＸ：７１１－９７５７ 

福岡市の子ども行政・福岡市子ども総合計画に関すること 

          福岡市こども未来局こども部総務企画課 

            電話：７１１－４１７０ ＦＡＸ：７３３－５５３４ 

 

 

 

平成 25 年 9 月 26 日現在 

の事務局案です。 



- 1 - 

         
問１ あて名のお子さんの学年と性別について，選んでください。（○は１つ） 

 

（学年）１．中学校１年生    ２．中学校２年生     ３．中学校３年生 

４．高校１年生     ５．高校２年生      ６．高校３年生 

（性別）１．男性        ２．女性 

 

問２ あて名のお子さんからみた同居の家族の人数は。（枠内に数字を記入） 

       人家族 

 

問３ あて名のお子さんの母親・父親の年代について, 選んでください。（○は１つ） 

【母親】 

 １．２９歳以下 ２．３０～３４歳 ３．３５～３９歳 ４．４０～４４歳 ５．４５～４９歳

 ６．５０歳以上 

【父親】 

 １．２９歳以下 ２．３０～３４歳 ３．３５～３９歳 ４．４０～４４歳 ５．４５～４９歳

   ６．５０歳以上 

 

問４ あて名のお子さんとの同居・近居の状況について選んでください。続柄はあて名のお子さんから

みた関係です。（あてはまる番号すべてに○） 
 

1．父母同居（単身赴任別居を含む） 5．祖母同居 

2．父同居（ひとり親家庭） 6．祖父近居 

3．母同居（ひとり親家庭） 7．祖母近居 

4．祖父同居   8．その他（具体的に：  ） 

 

問５ このアンケート調査の記入者はどなたですか。（○は１つ） 
 

1．母親   ２．父親  ３．祖母    ４．祖父   ５．その他（具体的に：    ） 

 

問６ 現在お住まいの地域での居住年数は何年ですか。（○は１つ） 

１．１年未満  ２．１年以上～３年未満  ３．３年以上～５年未満  ４．５年以上～１０年未満

５．１０年以上～１５年未満  ６．１５年以上～２０年未満  ７．２０年以上 

 

問７ お住まいの区はどこですか。（○は１つ） 
 

1．東 区 ３．中 央 区  ５．城 南 区  ７．西 区 

2．博 多 区  ４．南 区 ６．早 良 区  

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんとご家族の状況について 
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問８ あなたは、あて名のお子さんと一緒に何かをしたり、相手をしたりしている時間が 1 日にどのく 

らいありますか（食事時間を含みます）。（平日・休日のそれぞれ○は１つずつ） 

【平日】 

１． ほとんどない             ４．３～4 時間程度  

２． 30 分程度               5．５～６時間程度      

３． １～２時間程度            ６．７時間以上 

                         

【休日】 

１． ほとんどない             ４．３～4 時間程度  

２． 30 分程度               5．５～６時間程度      

３． １～２時間程度            ６．７時間以上 

 

問９ あなたは、ご自分がお子さんと一緒に過ごしている時間は十分だと思いますか。 

（平日・休日・全体的にのそれぞれ○は１つずつ） 

 

【平日】 

１． 十分                  ３．やや不足している 

２． まあ十分                ４．まった不足している  

 

【休日】 

１． 十分                  ３．やや不足している 

２． まあ十分                ４．まった不足している  

 

【全体的にみると】 

１． 十分                  ３．やや不足している 

２． まあ十分                ４．まった不足している  

 

問１０ あて名のお子さんは、あなたやあなたの配偶者と日ごろよく話をしますか。（○は１つ） 

 

１．あなたにも配偶者にもよく話をする                

２．あなたにはよく話をする（配偶者はいない） 

 ３．あなたにはよく話をするが，配偶者にはあまりしない 

４．配偶者にはよく話をするが，あなたにはあまりしない 

５．配偶者にもあなたにもあまり話をしない 

６．あなたにあまり話をしない（配偶者はいない） 

７．その他（具体的に                       ） 

 

問１０－１ （問１０で３～６のいずれかを答えた方にうかがいます） 

   お子さんが、あなたや配偶者の方とあまり話をしない理由は何ですか。（○は２つまで） 

 

１．親が忙しすぎて話す機会がないから     

２．子どもが忙しすぎて話す機会がないから 

３．共通の話題がないから 

４．子どもがうるさいから 

５．親に話してわかってもらえないと思っているので 

６．とくに話すことがないから 

７．家族でいっしょに過ごすことがないから 

８．その他（具体的に                           ） 

 

お子さんのことやしつけについて 
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問１１ あなたは、あて名のお子さんの家庭での役割（手伝い）を決めていますか。（○は１つ）  

 

１．役割を決めて、子どもは手伝いをしている。 

２．役割を決めているが、子どもは手伝いをしていない。  

３．役割を決めていないが、子どもは手伝いをしている。 

４．役割を決めておらず、子どもも手伝いをしていない。 

  

問１２ あなたは、あて名のお子さんとの関係についてどのように感じていますか。（○は１つ）  

 

１．  うまくいっている。 

２．  だいたいうまくいっている。 

３．  あまりうまくいっていない。 

４．  うまくいっていない。 

  

問１３ あて名のお子さんに対する、あなたの日ごろのしつけ（態度）はどのようですか。 

（（１）～（７）について、それぞれ○は１つずつ） 

 い
つ
も
そ

う
で
あ
る 

と
き
ど
き

そ
う
で
あ

る そ
う
い
う

こ
と
は
な

い 

（１）子どもが何かやっているとすぐ手伝ってしまう方だ １ ２ ３ 

（２）子どもについて何でもすぐに口を出す方だ １ ２ ３ 

（３）子どもにあまりかまってやれない方だ １ ２ ３ 

（４）時と場合によっては、子どもに言うことが違うことがある １ ２ ３ 

（５）だいたい子どもの言いなりになっている方だ １ ２ ３ 

（６）体罰をすることがある １ ２ ３ 

（７）子どものことを分かっている方だ １ ２ ３ 

 

問１４ 家庭でのお子さんへの体罰について、当てはまる考えを選んでください。（○は１つ） 

 

１．  しつけのためには体罰は必要だと思う 

２．  多少の体罰はやむをえない 

３．  程度に関わらず体罰はよくないと思う 

４．  わからない 

 

問１５ あなたは、あて名のお子さんが次のようなことをした場合、しかったり、注意したりしますか。

（（１）～（10）について、それぞれ○は１つずつ） 
 強

く
し
か

っ
た
り
注

意
し
た
り

す
る
だ
ろ

う し
か
っ
た

り
注
意
し

た
り
す
る

だ
ろ
う 

し
か
ら
な

か
っ
た
り

注
意
し
な

か
っ
た
り

だ
ろ
う 

（１）食べ物の好き嫌いをしたときは １ ２ ３ 

（２）衣服や道具の後始末をしなかったときは １ ２ ３ 

（３）よくない言葉づかいや態度をとったときは １ ２ ３ 

（４）お金のむだづかいをしたときは １ ２ ３ 

（５）異性の友だちとつき合ったときは １ ２ ３ 

（６）無断で外泊したときは １ ２ ３ 

（７）学校の成績が下がったときは １ ２ ３ 

（８）交通ルールを守らなかったときは １ ２ ３ 

（９）タバコを吸ったときは １ ２ ３ 

（１０）お酒を飲んだときは １ ２ ３ 
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問１６ あなたは、あて名のお子さんに携帯電話・スマートフォン、タブレットなどの通信端末を持た

せていますか。（○は１つ） 

１．持たせている 

２．持たせていない 

 

問１６－１ （問１６で｢1.｣を選んだ方にうかがいます。） 

 あなたは、あて名のお子さんが携帯電話を利用する場合、何らかのルールを決めていますか。 

（○はいくつでも） 

 

１．利用する時間を限定 

２．利用する場所を限定 

３．利用する目的を限定 

４．フィルタリングをかけている 

５．その他のルールを決めている（具体的に：                 ） 

６．ルールは決めていない 

 

問１７ あなたはあて名のお子さんのしつけや教育について、何か悩みや心配ごとはありますか。 

（○はいくつでも） 
 

１．子どもに基本的な習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理整頓など）が身についていない 

２．子どものしつけや教育に自信がもてない 

３．子どものしつけや教育についての相談相手がいない 

４．配偶者があまり協力してくれない 

５．子どもが勉強しない 

６．子どもの進学や受験、又は就職のこと 

７．子どもが反抗的で、なかなか言うことをきかない 

８．子どもの生活態度に意欲が感じられない 

９．子どもの友人関係がよくない 

10．子どもの身体の発育や病気のこと 

11．子どもの非行や問題行動 

12．その他（具体的に：                             ） 

13．特にない 

 

問１８ あなたがあて名のお子さんのしつけや教育について、悩みや心配ごとに関して相談したり、参

考にしたりしているものは誰（何）ですか。（○はいくつでも） 

１．配偶者            

２．父母・養父母       

３．兄弟・姉妹，おじ・おば     

４．友人・知人          

５．近所の人                  

６．学校の先生            

７．新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・インターネット 

８．病院・保健所 

９．こども総合相談センター（えがお館）・区役所こども相談窓口 

10．警察署・交番 

11．電話相談など 

12．その他（具体的に：          ） 

13．誰（何）に相談していいか分からない 

14．誰にも相談しない 

15．相談するようなことはない 
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問１９ あなたは、あて名のお子さんに対して、将来のためにどんな生活態度を期待しますか。 

（○は 3 つまで）  

 

１． 学校の成績がいいこと          ９． 経済的に自立すること 

２． 丈夫に育ち、健康でいること。      10． 経済的に豊かなくらしをすること 

３． 自分の意見をきちんと言えること      １１．家族やまわりの人たちと明るく円満に 

４． 感性が豊なこと                 暮らすこと  

５． 思いやりがあること             １２．社会に貢献すること 

６． 趣味･ライフワークをもつこと       １３．社会的に地位を得ること          

７． 有名企業に就職すること          １４．その他（具体的に        ）   

８． 本人の才能や個性を生かした仕事をすること １５．何も期待しない  

 

問２０ あなたとあて名のお子さんの日ごろの関係で、次のようなことがどのくらいありますか。 

（（ア）～（キ）について、それぞれ○は１つずつ） 

 よ
く
あ
る 

と
き
ど
き

あ
る 

ほ
と
ん
ど

な
い 

ま
っ
た
く

な
い 

（ア）子どもが何を考えているか理解できないことは １ ２ ３ ４ 

（イ）親の考えや気持ちが子どもにわかってもらえな

いことは 

１ ２ ３ ４ 

（ウ）親子の親しみのある会話ができないことは １ ２ ３ ４ 

（エ）親子で一緒に楽しむことが少ないことは １ ２ ３ ４ 

（オ）子どもが親をばかにした態度をとることは １ ２ ３ ４ 

（カ）子どもがにくらしく思えることは １ ２ ３ ４ 

（キ）子どものすることや考えについていけないと思

うことは 

１ ２ ３ ４ 

 

問２１ 「最近の子どもには、生活体験や自然体験など『体験』が不足している」という見方がありま

すが、あなたはこのような見方についてどう思いますか。（○は１つ） 

 

１． そう思う 

２． ある程度そう思う 

３． あまりそうは思わない 

４． そうは思わない 

 

問２２ （問２１で「１」か「２」を選んだ方にうかがいます。） 

特にどのような「体験」が不足していると思いますか。（○は 3 つまで） 

 

１． ナイフを使って鉛筆を削るなど、道具を使う 

２． 料理を作ったり、食事の後片付けをしたりする 

３． 子どもどうしで、遊びやスポーツなどの活動をする 

４． 大人とともに、地域の行事や催しものに参加し、活動する 

５． お年寄りから、日本の伝統的な工芸、芸術（竹細工、折紙など）や遊び 

（石けり、お手玉など）を習う 

６． 自然の中でキャンプをするなど、自給自足的な生活をする 

７．野山や公園などで、草花などの植物を鑑賞したり、昆虫などの動物を観察、採集したりする 

８．地域社会におけるボランティア活動に参加する 

９．商店や工場などで職場体験をする 

10．外国人との交流活動を行う 

１１．その他（具体的に                       ） 

 

問２５へ 

問２６へ 
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問２３ あなたのご家庭について、当てはまるものを選んでください。（○はいくつでも）  

 

１．家族は互いにうちとけている 

２．一家団らんが少ない 

３．家の中にもめごとが多い 

４．親として、子どもに十分愛情をかたむけている 

５．子どもが望んだことは、ほとんどかなえてやっている 

６．こどもの考えや生活行動はだいたい把握している 

７．子どもは期待どおりに成長している 

８．仕事が忙しくて、子どもの面倒が十分みられない 

９．考え方や生き方について、自分と子どもに食い違いがある 

 １０．その他（具体的に                         ） 

 

問２４ あなたにとって家庭とはどんなものですか。（○は２つまで） 

 

１． 基本的な生活や生き方を学ぶ場 

２． 家族がお互いに助け合い協力しあう場 

３． 心身の休養や安らぎの場 

４．自分の好きなことをして楽しむ場 

５．ただ、食事をし、寝るための場所 

６． その他（具体的に                         ） 

 

問２５ あなたは、配偶者との関係についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

１． うまくいっている 

２． だいたいうまくいている 

３．あまりうまくいっていない 

４．うまくいっていない 

５． 配偶者はいない 

 

 

 

 

問２６ あなたは、近所づきあいをどの程度していますか。（○は１つ） 

 

１．毎日でもお互いの家を行き来する  

２．ときどき家を訪問する  

３．会えば、世間話をする  

４．会えば、あいさつをする程度  

５．つきあいはない  
 
問２７ あなたは、家のまわりの共同清掃作業や地域のスポーツ・レクリエーション活動等に参加して

いますか。（○は１つ） 

 

１． いつも参加している 

２． ときどき参加している 

３． あまり参加していない 

４． 参加したことはない  
 
 

 

ご家庭について 

地域について 
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問２８ あなたがお住まいの地域では、地域の人々が協力しあって、よりよい地域をつくっていくよう

な雰囲気がどのくらいありますか。（○は１つ） 

 

１． かなりある 

２． 少しはある 

３． あまりない 

４． まったくない 
 
問２８－１ （問２８で３か４のいずれかを選んだ方にうかがいます） 

地域の人々が協力しあう雰囲気がないのは、なぜだと思いますか。（○は２つまで） 

 

１． 協力しあうきっかけやチャンスがないから 

２． 住民どうしの日常的なつながりがないから 

３． 住民の意識が協力しあう雰囲気ではないから 

４． 住民組織の役員やリーダーに地域の協力をつくりだすような意識がないから 

５． 地域の住民組織が確立されていないから 

６．その他（具体的に                           ） 
 
 

問２９ あなたは隣近所などの地域の人々とのつきあいを、今後どうしたいと思いますか。（○は１つ） 

 

１． もっとつきあいを深めたい 

２． 今程度のつきあいを続けたい 

３． できれば今よりつきあいを少なくしたい 

４． つきあいをまったくなくしたい 

５． その他（具体的に                    ） 

 
問３０ あなたと地域の子ども達とのかかわりについておたずねします。あなたは、ふだん地域の子ど

も達に対して、次のようなことをしていますか。（○はいくつでも） 

 

１．道で会ったとき声をかけたり、あいさつをしたりしている 

２． 子ども会などで一緒に地域の活動（廃品回収など）をしている 

３． お年寄りや、からだの不自由な人との交流を支援している 

４． 運動やスポーツの指導などをしている 

５． 言葉づかいや態度が悪かったりしたら、注意している 

６．悪いことをしているのに気づいたとき、注意したり、しかったりしている 
７．困っているときや悩んでいるときに相談にのっている 
８．その他（具体的に                  ） 
９．地域の子ども達とのかかわりはない 

 
問３１ お住まいの子育て環境について、不満がある場合、あなたの考えに近いものを選んでください。

（○は２つまで） 

 

１．子どもにとって有害なものがあるなどまわりの生活環境が悪い 

２．通学路が狭い、交通量が多いなど道路環境が悪い 

３．公園や緑が少なく、安心して遊べる所が少ない 

４．学校が遠くて通学に不便 

５．昼間にあまり大人がいない 

６．近所に子どもが少ない 
７．地域に住民が集まるような場所がない 
８．となり近所とのつきあいがない 
９．その他（具体的に                       ） 
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問３２ あなたは、今の子どもたちは健全に育っていると思いますか。（○は１つ） 

 

１．そう思う            ３．どちらかといえばそう思わない 

２．どちらかといえばそう思う    ４．そう思わない 

 

問３３ あなたは、子どもたちを健全に成長していくためには、あなたの地域ではどのようなことが必

要だと思いますか。（○は３つまで） 

１．地域の人々が日常的に集まり、話し合える場所 

２．悩みごとなどを相談する人や機関の充実 

３．地域の人々が参加している団体・グループの活性化 

４．ボランティアなどの青少年活動に関する情報の提供 

５．青少年団体の育成や指導者の養成 

６．地域全体の行事やイベントの活性化 
７．子ども達の海外派遣や外国の子ども達の受け入れなどの体制の充実 
８．学校施設の開放や学校活動への地域の人々の参加 

９．子ども達がのびのびと遊べる施設や場所の充実 

10．子ども達が生活の知恵や技術を学ぶ機会の充実 

11．ポルノ雑誌・アダルトビデオなど、青少年に有害な社会環境を改善 

12．その他（具体的に                       ） 

 
問３４ 過去１年間にお子さんとともに利用した公共施設はどこですか。（○はいくつでも） 

 

１．中央児童会館              ７．小中学校の校庭・体育館 

２．公民館                  ８．動植物園など野外施設 

３．市民センター              ９．美術館・博物館 

４．総合図書館・各区の市民図書館     １０．その他（具体的に   ） 

５．市民体育館・各区体育館・市民プール  １１．利用していない 

６．少年科学文化会館 

 

 

 

 

ここでは，この区分によりご回答ください。 

フルタイム・・・・・・・・１週５日程度・１日８時間程度の就労 

パート・アルバイト等・・・フルタイム以外 

 

問３５ あなたの就労状況について選んでください。（○は１つ） 
 

1．フルタイムで就労している  

２．パート・アルバイト等で就労している 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない 

４．これまで就労したことがない 

問３５-１ （問３５で１または２を選んだ方にうかがいます。） 

    平均的な帰宅時間について選んでください。（○は１つ） 
 

１．午後３時よりも前 ２．午後３時ごろ ３．午後４時ごろ ４．午後５時ごろ 

５．午後６時ごろ     ６．午後７時ごろ ７．午後８時ごろ ８．午後９時ごろ 

９．午後１０時ごろ １０．午後１１時ごろ １１．午後１１時よりも後 

 

 

 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて、切手は貼らずに投函してください。 

保護者の就労状況について 



福岡市青少年の意識と行動調査 

（18～30 歳の方） 

 

日ごろより福岡市政にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、福岡市では子ども・若者の育成や体験活動の場の充実などの取組を推進していくため、青

少年の意識や生活実態などを把握する本調査を実施することといたしました。 

この調査は、住民基本台帳の中から無作為に抽出させていただいた１８～３０歳の方にご協力を

お願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、福岡市や国・県の子ども・子育て支援施策の

検討にのみ利用させていただくものであり、他の目的に利用することは一切ございません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

なお、この調査は西日本新聞社に委託し、実施しております。       平成 2５年１０月 

 福  岡  市 

 

 

［ 調 査 票 の 記 入 に つ い て ］  

  ◇ あなた自身の気持ちで書いてください。 

◇ この調査票は，あなたが初めから終わりまで通して回答してください｡ 

◇ あなたは，住民基本台帳から無作為で選ばれました。対象者として選ばれたことには，特別

の理由はありません。 

  ◇ 調査票には，あなたの氏名を記入する必要はありません。 

◇ 回答の記入は，なるべく黒または青のボールペンや鉛筆を使ってください。 

◇ 答えは，あてはまる項目の番号を○で囲んでください。 

◇ 答えが「いくつでも」という場合は，いくつ○をつけてもかまいません。また，例えば答

えが「３つまで」と書いてある場合は，○は１つでも２つでもかまいません。 

◇ 記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、１１月８日（金）までにご投函ください。 

返信用封筒に切手は不要です。 

◇ この調査についてご不明な点がありましたら，下記までお問い合わせください。 

 

  問合せ先：調査票に関すること 

 ㈱西日本新聞社お客様センター調査・マーケティンググループ 

 電話：７１１－５５２４ ＦＡＸ：７１１－９７５７ 

福岡市の子ども行政・福岡市子ども総合計画に関すること 

    福岡市こども未来局こども部総務企画課 

 電話：７１１－４１７０ ＦＡＸ：７３３－５５３４ 

 

平成 25 年 9 月 26 日現在 

の事務局案です。 
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問１ あなたの性別を選んでください。（○は１つ） 

１．男  性 ２．女  性 
 

問２ あなたの年齢をご記入ください。（平成２５年１０月１日現在） 

             歳 

問３ あなたの同居の家族に，次にあげる方はいますか。あなたからの続柄で選んでください。 

（○はいくつでも） 

１．配偶者 ６．兄弟・姉妹 

２．父親 ７．親類 

３．母親 ８．その他（          ） 

４．子ども ９．一人暮らし 

５．祖父母 

 

問４ あなたの住んでいる区を選んでください。（○は１つ） 

１．東 区   ３．中央区   ５．城南区   ７．西 区  

２．博多区   ４．南 区   ６．早良区     

 

問５ あなたは今の地域にお住まいになって何年くらいですか。（○は１つ） 

１．１年未満      ３．３年～５年未満   ５．１０年以上 

２．１年～３年未満   ４．５年～１０年未満 

 

問６ 次にあげる団体やサークルのうち，あなたが加入しているものがありますか。 

（○はいくつでも） 

１．自治協議会・町内会   

２．ＰＴＡ・子ども会 

３．ボランティア団体   

４．青少年に関する団体  

５．市民団体・生活協同組合  

６．趣味・文化のサークル 

７．スポーツ・レクリエーションのサークル  

８．その他（具体的に                          ） 

９．加入しているものはない  

 

あなたのことについて
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問７ あなたは朝食をどのようにとっていますか。（○は１つ） 

１．ほぼ毎日食べている 

２．２日に１回は食べている 

３．３日に１回は食べている 

４．１週間に１回くらいしか食べない 

５．まったく朝食を食べていない 

問８ あなたは，平日に１日当たり平均してどのくらい次のようなことをしていますか。（ア）か

ら（エ）についてそれぞれ１つずつ選んでください。 

 

 

 

な 
 

し 

３
０
分
以
内 

１
時
間
ぐ
ら

い ２
時
間
ぐ
ら

い ３
時
間
ぐ
ら

い ４
時
間
ぐ
ら

い ５
時
間
以
上 

（ア）テレビ・ビデオ・ＤＶＤを見る時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（イ）パソコン，テレビゲーム，携帯電話をする時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（ウ）読書をする時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

（エ）趣味の時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

問９ あなたは，仕事や学校が休みの日は主にどのように過ごすことが多いですか。（○は３つまで） 

１．テレビやビデオを見たり，ＣＤなどで音楽を楽しむ  

２．ゲームをする 

３．パソコンや携帯電話でインターネットやメール、 

ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッターなど）をする 

４．本や雑誌を読む 

５．ピアノ，ギターなど楽器を演奏する 

６. 家事や育児をする 

７．家族で団らんする 

８．買物やレジャーを楽しむ 

９．勉強をする  

10．スポーツクラブやカルチャースクールなどへ行く 

11．パチンコや競艇，競馬などギャンブルをする 

12．恋人と会う 

13．友だちと会う  

14．ハイキング，鉄道，ドライブなどの小旅行を楽しむ  

15．ボランティア活動や地域での活動をする 

16．なんとなく過ごす  

16．その他（具体的に                                           ）  

ふだんの生活について
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問１０ あなたが，仕事や学校が休みの日は主に誰といっしょに過ごすことが多いですか。 

（○は２つまで） 

１．家族 ６．カルチャースクールやスポーツクラブなどの 

２．恋人 共通の趣味の友人 

３．学校の友人 ７．ボランティア活動などの仲間 

４．職場の友人，同僚 ８．その他（具体的に          ） 

５．近所の人や幼なじみ ９．ひとりで過ごすことが多い 

 

問１１ あなたの居心地のいい主な場所はどこですか。（○は２つまで） 

１．自分の家 ６．公園 

２．友だち・恋人の家 ７．本屋，ビデオ･ＣＤショップ 

３．職場 ８．天神や博多駅など人の集まるところ 

４．学校 ９．公共施設（図書館,体育館,美術館,公民館など）  

５．ファーストフード店や 10．その他（具体的に            ） 

       コンビニエンスストア 11．ない 

 
 
問１２ 人の暮らし方について，いろいろな考え方がありますが，あなたはどういう暮らし方をし

たいと思いますか。（○は２つまで） 

１．家族と仲よくする ６．知識や教養を身につけ精神的に豊かな生活 

２．くよくよしないでのんびり暮らす をおくる 

３．自分の仕事や勉強などに打ち込む ７．経済的に豊かな生活をおくる 

４．社会や国のためにつくす ８．自分の可能性をためす 

５．自分の趣味にあった暮らし方をする ９．人々に認められ有名になる 

  10．その他（具体的に            ） 

 

問１３ あなたは日ごろ，次の（ア）から（オ）のような気持ち（無気力感や気分の減退）になる

ことがどのくらいありますか。それぞれについて，あてはまるものを１つずつ選んでください。 

 

 
よ

く

あ

る と

き

ど

き
あ
る 

あ

ま

り

な
い 

ま

っ

た

く
な
い 

（ア）何となく不安である １ ２ ３ ４ 

（イ）何もやる気がしない １ ２ ３ ４ 

（ウ）とりのこされたような気になる １ ２ ３ ４ 

（エ）学校や職場での競争に疲れを感じる １ ２ ３ ４ 

（オ）一人きりが一番楽だ １ ２ ３ ４ 

あなたが日ごろ考えていることについて 
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問 1４ あなたには現在，悩みや心配ごとはありますか。（○はいくつでも） 

１．仕事のこと ９．遊びのこと 

２．受験や成績のこと  10．性格のこと 

３．就職のこと  11．健康のこと 

４．自分の将来のこと  12．性のこと 

５．家庭・家族のこと  13．外見やスタイルのこと 

６．友人や仲間のこと  14．政治や社会のこと 

７．異性のこと，結婚のこと  15．その他（具体的に                ） 

８．家計，金銭のこと  16．とくに悩みや心配ごとはない 

 

問 1５ あなたは悩みや心配ごとをだれ（何）に相談してますか。（○はいくつでも） 

１．父親 ９．学校や近所の友だち 

２．母親 10．学校などの先生 

３．配偶者，恋人 11．カウンセラー 

４．兄弟・姉妹 12．電話相談など（具体的に              ） 

５．祖父母・親類 13．その他（具体的に                 ） 

６．職場の上司 14．誰にも相談しない 

７．職場の同僚 15．誰に（何に）相談すればよいのかわからない 

８．学校の先輩  

 

 

 
問１６ 現在の仕事や就学等の状況はどのようになっていますか。（○は１つ） 

１．正社員 ６．専業主婦・専業主夫 

２．契約社員・嘱託 ７．無職（求職中） 

３．派遣社員 ８．無職（求職中でない） 

４．パート・アルバイト（フリーター） ９．学生・勉強中（進学，資格取得のため等） 

５．自営業・自由業 10．その他（具体的に                 ） 

 

問１７ （問１６で１．～５．のいずれかを選んだ方にうかがいます。） 

現在働いている人で，現在の悩みは何ですか。（○はいくつでも） 

１．収入が少ない ５．人間関係 

２．休みが少ない ６．その他（具体的に         ） 

３．仕事がきつい ７．悩みはない 

４．仕事がおもしろくない 

 

 

問１８へ 

就業・就学状況について 
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問 1８ （問１６で６．～８．のいずれかを選んだ方にうかがいます。） 

現在働いていない人で，その理由は何ですか。（○は３つまで） 

１．自分が希望するような仕事がないため ７．将来の目標に向けて勉強・訓練をしているため 

２．自分に合う仕事がわからないため ８．働かなくても生活できるため 

３．応募しても採用されないため ９．人間関係が気になるため 

４．求人がないため 10．健康上の理由のため 

５．働くことに意味や魅力を感じないため 11．その他（具体的に              ） 

６．家事・出産・育児のため  

 

問１９ 今後，どのような働き方を希望しますか。（○は１つ） 

１．正社員 ５．自営業・自由業 

２．契約社員・嘱託 ６．専業主婦・専業主夫 

３．派遣社員 ７．無職 

４．パート・アルバイト（フリーター） ８．その他（具体的に             ）  

 

問２０ 仕事への将来の希望はどれですか。（○は３つまで） 

１．働く時間が短い仕事 ８．独立して（人に使われずに）やれる仕事 

２．休みがきちんと取れる仕事 ９．自分の趣味や能力（専門知識や特技）が  

３．収入や雇用が安定している仕事    生かせる仕事 

４．高い収入が得られる仕事  10．世の中のためになるような仕事 

５．仕事と家庭生活やプライベートが 11．世間の人気を集めるような仕事 

両立できる仕事  12．その他（具体的に               ） 

６．仲間と楽しく働ける仕事 13．特定の会社に就職するつもりはない 

７．責任者として人を動かしたりできる仕事        （アルバイト，フリーターなど） 

 
問２１ 働くことを希望していた（いる）ときに，仕事に関する情報をどのように入手しましたか。 

（○は３つまで） 

１．ハローワーク ６．家族・友人等の紹介 

２．求人情報誌 ７．企業合同説明会 

３．学校の紹介 ８．就職情報会社からの情報提供 

４．インターネット ９．その他（具体的に         ） 

５．新聞・市政だより  

問２２ 働くことを希望する人に対して，行政はどんな支援をすればよいと思いますか。（○は１つ） 

１．仕事の紹介 ６．就職等に関する相談窓口を設ける 

２．就職面談会の実施 ７．仕事と家庭の両立支援 

３．職業訓練・セミナーの実施 ８．その他（具体的に         ） 

４．職場体験・インターンシップの実施 ９．とくに行政がすることはない 

５．企業誘致など，働く場を増やす  
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問２３ あなたは，現在，結婚していますか。（○は１つ） 

１．結婚している 

２．配偶者と死別した 

３．離婚した 

４．まだ結婚していないが同棲
せい

している 

５．結婚も同棲
せい

もしていないが交際している相手はいる 

６．結婚も同棲
せい

もしていないし，交際している相手もいない 

 

問２４ （問２３で１．～４．のいずれかを選んだ方にうかがいます。） 

結婚・同棲
せい

している（していた）人について，どういうきっかけで相手と出会いましたか。

（○は１つ） 

１．幼なじみ・隣人だった  ６．インターネットを通じて知り合った 

２．学校で知り合った  ７．親戚などから紹介（見合い）された 

３．習い事・サークルなどで知り合った  ８．職場の上司などから紹介（見合い）された 

４．職場・アルバイト先・仕事で知り  ９．結婚相談所，結婚情報サービス事業者から 

合った    紹介された 

５．友人・兄弟姉妹などに紹介された  10．その他（具体的に          ） 

 

問２５ （問２３で４．～６．のいずれかを選んだ方にうかがいます。） 

まだ結婚していない人について，その理由は何ですか。（○は３つまで） 

１．まだ若すぎる ７．異性とうまくつきあえない 

２．必要性を感じない ８．収入が少ない 

３．仕事（学業）に打ち込みたい ９．結婚資金が足りない 

４．趣味や娯楽を楽しみたい 10．住宅のめどが立たない 

５．自由や気楽さを失いたくない 11．親や周囲が同意しない 

６．適当な相手に巡り会わない 12．その他（具体的に           ） 

 

問２６ あなたには，お子さんがいらっしゃいますか。（○は１つ） 

１．い る                                  人 

２．現在妊娠中（本人または配偶者） 

３．いない 

問２７ あなたの理想としては，子どもは何人が望ましいですか。（○は１つ） 

１．１人 ４．４人 

２．２人 ５．５人以上 

３．３人 ６．子どもはいらない 

問２４へ 

問２４、問２５へ 

問２５へ 

結婚や子どもについて
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問２８ 結婚や出産について，あなたはどういう考えを持っていますか。（○は１つ） 

１．結婚をし，子どもを持つべきだ 

２．結婚はすべきだが，子どもは必ずしも持つ必要はない  

３．結婚は必ずしもする必要はないが，子どもは持つべきだ 

４．結婚も子どもも，絶対必要というわけではない 

 

問２９ あなたにとって家庭とは，どんなものですか。（○は２つまで） 

１．基本的な生活や生き方を学ぶ場   

２．家族がお互いに助け合い協力しあう場   

３．心身の休養や安らぎの場  

４．自分の好きなことをして楽しむ場   

５．ただ，食事をし，寝るための場   

６．その他（具体的に                                    ） 

 

問３０ あなたは，男性が子育てに積極的に関わるために特に必要なものは何だと思いますか。 

（○は３つまで） 

１．労働時間の短縮 ６．家族の協力 

２．休暇制度の充実 ７．企業（経営者等）の理解 

３．通勤時間の短縮 ８．職場の理解 

４．男性の意識改革 ９．社会の理解 

５．男性のための育児講座等の充実 10．その他（具体的に         ） 

 

問３１ 子育てと仕事を両立させるためには，どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

１．保育所の定員の増加  ７．有給休暇を取りやすい雰囲気をつくる  

２．保育時間の延長など保育サービスの充実  ８．配偶者の理解や育児，家事の分担 

３．職場内保育所の充実  ９．配偶者以外（祖父母など）の協力 

４．妊娠中や育児期間中の勤務の軽減  10．近隣の人たちの協力 

５．育児休業や育児時間制度の充実  11．その他（具体的に         ） 

６．休業後の円滑な職場復帰のためのシステム  

 

 

 
問３２ あなたは，近所づきあいをどの程度していますか。（○は１つ） 

１．毎日でもお互い家を行き来する 

２．ときどき家を訪問する 

３．会えば世間話をする 

４．会えばあいさつ程度をする 

５．つきあいはない 

地域のことについて
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問３３ あなたの地域での行動についておたずねします。次の（ア）から（カ）の活動について，

今までの参加経験と今後の参加意向をそれぞれ１つずつ選んでください。 

今までの参加 

経験の有無 
今後の参加意向 

 

 

経
験
あ
り 

経
験
な
し 

積
極
的
に
参
加

し
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
参
加
し
た

い 参
加
す
る
つ
も

り
は
な
い 

（ア）子ども会や公民館などでの活動 １ ２ １ ２ ３ 

（イ）体育・スポーツ大会や盆踊り大会

などのお祭り 
１ ２ １ ２ ３ 

（ウ）地域の環境美化や資源物回収（リ

サイクル）に関する活動 
１ ２ １ ２ ３ 

（エ）高齢者や障がい者のための福祉

に関する活動 
１ ２ １ ２ ３ 

（オ）外国人との交流や国際協力に関

する活動 
１ ２ １ ２ ３ 

（カ）募金活動やチャリティーバザーな

どの活動 
１ ２ １ ２ ３ 

 

 

 
問３４ あなたが過去１年間に利用したことがある公共施設はどこですか。（○はいくつでも） 

１．総合図書館，各区の市民図書館 

２．市民体育館，各区体育館・市民プールなどスポーツ施設 

３．小中学校の校庭，体育館 

４．美術館，博物館 

５．市民センター 

６．少年科学文化会館 

７．中央児童会館 

８．公民館 

９．パピオビールームや大橋音楽練習場など，音楽演劇練習場 

10．動植物園等野外施設 

11．その他（具体的に                               ） 

12. 利用していない 
 
 
 
 
 
 

行政について
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問３５ （問３４で１．～11．のいずれかを選んだ方にうかがいます。） 

そのうち最も利用している施設の番号を記入し，その利用頻度を１～５に○をつけてくだ 

さい。 

 

●最も利用している施設          

※問３４の選択肢１～11 のいずれかの番号を記入 

    ●利用頻度 

１．ほとんど毎日 ４．月１，２回 

２．週２，３回 ５．年数回 

３．週１回程度 

 

問３６ 就職や結婚，地域のことなどで，日ごろお感じになっていること，また，福岡市に対して，

ご意見・ご要望などがありましたら，自由にご記入ください。 

 

                                                                                           

                                                                                           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れ，切手は貼らずに投函してください。 
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